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エ
ジ
プ
ト
の
ア
ス
ワ
ン
大
学
で
、
言
語
学
部
日
本
語
学
科
に
在

籍
す
る
75
名
ほ
ど
の
学
生
に
、
協
力
隊
員
３
人
で
日
本
語
を
教
え

て
い
ま
し
た
。
ア
ス
ワ
ン
で
観
光
の
仕
事
に
就
く
こ
と
を
目
指
す

学
生
や
、
日
本
の
ア
ニ
メ
や
音
楽
が
好
き
な
学
生
が
学
ん
で
い
ま

す
。
と
こ
ろ
が
、
早
い
段
階
で
先
輩
隊
員
２
人
が
任
期
終
了
の
た

め
帰
国
し
、
日
本
語
教
師
は
私
一
人
に
。
授
業
減
だ
け
で
な
く
留

学
手
続
き
も
間
に
合
わ
ず
、
毎
年
開
催
し
て
い
た
「
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ 

Ｄ
ａ
ｙ
」
と
い
う
文
化
祭
も
開
催
で
き
な
い
だ
ろ
う
と
、
学
生
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
下
が
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
私
は
学
生
た
ち
を
鼓
舞
し
よ
う
と
文
化
祭
に
力
を
入

れ
、
こ
の
年
は
企
画
や
準
備
を
学
生
に
任
せ
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
最
初
は
受
け
身
の
態
度
で
私
や
後
か
ら
赴
任
し
た
協
力
隊
員

ら
に
頼
っ
て
き
た
学
生
た
ち
も
、
徐
々
に
「
日
本
の
歌
を
披
露
し

た
い
」
「
和
太
鼓
を
叩
き
た
い
」
な
ど
と
話
し
合
い
、
自
主
的
に

行
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
開
催
当
日
は
大
盛
況
で
、
そ
れ
を
見

た
授
業
に
無
関
心
だ
っ
た
学
生
た
ち
も
「
学
生
の
力
で
成
功
さ
せ

た
」
と
感
動
し
、
授
業
に
出
席
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
広
島
大
学
主
催
の
カ
イ
ロ
で
行
わ
れ
た
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

で
は
、
教
え
子
が
優
勝
と
い
う
快
挙
を
遂
げ
ま
し
た
。
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
も
重
視
さ
れ
る
コ
ン
テ
ス
ト
で
、
優
勝
し
た
学
生
は
戦
時

中
の
日
本
の
国
民
服（
※
）の
コ
ス
プ
レ
を
し
て
、
平
和
に
つ
い
て

ス
ピ
ー
チ
し
ま
し
た
。
人
前
で
堂
々
と
、
上
手
な
日
本
語
で
自
分

の
考
え
を
伝
え
る
姿
に
、
成
長
を
感
じ
ま
し
た
。
こ
の
コ
ン
テ
ス

ト
で
は
応
援
も
評
価
の
対
象
に
な
る
た
め
、
事
前
に
集
ま
っ
て
何

度
も
練
習
を
重
ね
ま
し
た
。
結
果
、
仲
間
を
一
生
懸
命
に
応
援
す

る
姿
勢
が
評
価
さ
れ
た
こ
と
も
優
勝
の
理
由
と
な
り
、
皆
で
喜
び

を
か
み
し
め
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
地
域
の
方
々
か
ら
も
「
ア
ス
ワ
ン
大
学
す
ご
い
ね
」

と
声
を
か
け
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
り
、
大
学
側
も
日
本
語
学
科

の
力
を
見
直
し
て
く
れ
ま
し
た
。
知
識
や
技
術
も
大
切
で
す
が
、

楽
し
さ
や
や
り
が
い
を
感
じ
る
こ
と
で
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
で
き

る
よ
う
に
な
る
も
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

イベントで学生たちの主体性を引き出し
日本語学習への積極性を向上させました

鎌
かま

形
がた

夏
なつ

光
み

さん（エジプト／日本語教育／ 2017年度4次隊・千葉県出身）

2クロスロード 2023  10 月号Text ＝秋山真由美　写真提供＝鎌形夏光さん

新時代をテーマに開催した「Japan Day」。ソーラン節や
和太鼓演奏、巨大羽子板などのステージが大盛況だった

広島大学主催のスピーチコンテストに参加した学生たち
（前列左から3人目が鎌形さん）

世世界界のの学学校校

子どもたちに
伝えたいSDGs

※国民服…1940年に定められ、太平洋戦争中に使用された、日本国民男子の標準服で、軍服に似た茶褐色の服装。
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『クロスロード』（通常号）は、JICA海外
協力隊が活動・生活を円滑に行うための
実践的な情報、および帰国後の進路開拓
や社会還元をする際の情報を提供する雑
誌で、年に10回発行しています。
編集・発行：独立行政法人国際協力機構 
青年海外協力隊事務局

 「JICA海外協力隊」には「青年海外協力隊」「海外協力隊」
 「シニア海外協力隊」「日系社会青年海外協力隊」「日系社
会海外協力隊」「日系社会シニア海外協力隊」があります。

国際協子さん（ケニア／環境教育／2019年度1次隊）
	 氏名	 派遣国	 職種	 隊次

  JICA海外協力隊の隊員（経験者を含む）については、次の
ように表記しています。

【凡例】

表紙によせて
地域のヘルスセンターには、外来診療、妊産婦健診、ファミリープ
ランニングを受ける方々が来院します。血圧測定は可能なら行う
という状態でしたが、妊娠中の健康状態、避妊注射の副作用の
有無など、予測できることも多いので、私は忙しくても必ず行い
ました。雑談を交えながら体調を尋ねたり、顔色や肌の状態など
をしっかり観察するよう心がけていました。平家穂乃佳（旧姓・
田中）さん（ザンビア／公衆衛生／2018年度1次隊・北海道出身）

 2 子どもたちに伝えたいSDGs −世界の学校

 3 ■Contents　■索引　

 4 JICA Volunteers' Reports

 14  派遣国の横顔  モンゴル
  ～知っていますか？派遣地域の歴史とこれから

 21 いま、読みたい電子書籍

 22 専門家に聞きました！

    失敗に学ぶ   ～現地で役立つ人間関係のコツ

 24 この職種の先輩隊員に注目！ ～現場で見つけた仕事図鑑

 26 ひきつけるアイデアを共有

  みんなの教材づくり＆アクティビティ　　
　
 28 先輩隊員のシューカツ記
 30 派遣から始まる未来
  進学、非営利団体入職や起業の道を選んだ先輩隊員

 32 JICA海外協力隊派遣現況　

 33 INFORMATION  ～JICA青年海外協力隊事務局からのお知らせ～

 34 あの日、地球の、あの場所で。

 35 隊員めし  任地の食生活に彩りを！

 36 公開！ 私の派遣国生活

■職種別索引 掲載ページ
コミュニティ開発 5、30
行政サービス 24
プログラムオフィサー 16
土木 24
食品加工　　 21
司書・学芸員 34
剣道 5
PCインストラクター 18
日本語教育 2
体育 4、5、36
小学校教育 5、19
幼児教育 26
幼稚園教諭 23
学芸員 34
文化財保護 34
日系日本語学校教師 35
看護師 5
作業療法士 17
公衆衛生 1
学校保健 5
養護 16
障害児・者支援 28

■国別索引 掲載ページ
アルゼンチン 5
ウズベキスタン 24
エクアドル 5
エジプト 2、5
ガボン 26
カンボジア 5、24
キルギス 4
ケニア 5
ザンビア 1
ジャマイカ 5
スーダン 5
ドミニカ共和国 36
パラオ 5
フィリピン 21
ブラジル 35
ベトナム 24
ボリビア 24
マダガスカル 5
マレーシア 23
ミャンマー 34
モンゴル 16、17、18、19
ヨルダン 28
ラオス 30、34

■出身都道府県別索引 掲載ページ
北海道 1
福島県 17
東京都 5、18、21、30
千葉県 2、5、19
神奈川県 24、28
静岡県 34
大阪府 16、23
兵庫県 24
和歌山県 5
島根県 35
徳島県 5
愛媛県 5
長崎県 26
熊本県 4
鹿児島県 36
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Text＝新海美保　写真提供＝ご協力いただいた各位

特  集  ：  座  談  会

園
その

尾
お

洋
よう

平
へい

さん
（ジャマイカ／小学校教育／ 2015年度9次隊、パラオ／
小学校教育／ 2021年度1次隊・徳島県出身）

大学卒業後、医療機器メーカー勤務を経て大学院へ。在学
中に協力隊に短期で参加。その後小・中・高校の教員免許
を取得し、神奈川県の公立高校で5年間勤務後、現職教員
特別参加制度を利用して協力隊に参加。コロナ禍で派遣予
定国が４回変わった。帰国後復職し、高校教諭。

村
むら

上
かみ

瑞
みず

樹
き

さん
（マダガスカル／コミュニティ開発／ 2019年度2次隊
→2021年度7次隊・東京都出身）

大学時代にバックパッカーをしながら、アジアやアフリカの
NGOなどでボランティア活動に従事。卒業後、スポーツメー
カー勤務を経て協力隊に参加。2019年12月にマダガスカ
ルへ派遣されるも、コロナ禍の帰国を経て21年9月に再派遣。
現在、認定NPO法人グッドネーバーズ・ジャパン職員。

深
ふかさわ

澤千
ち

波
なみ

（旧姓：菊池）さん
（ケニア／看護師／ 2019年度3次隊・愛媛県）

看護の専門学校を卒業後、看護師として関西の病院で約15
年間勤務。その間、フランス語を学ぶため１年間フランス留
学も経験する。協力隊に参加するため2020年1月から派遣
前訓練に入ったが、コロナ禍となり派遣が延期に。待機期間
を経て21年3月に派遣。現在は都内の病院で看護師として
勤務。

小
お

鹿
が

原
わら

 賢
まさる

さん
（SV ／エクアドル／剣道／ 2017年度9次隊、日系SV
／アルゼンチン／剣道／ 2018年度3次隊→2022年度
9次隊・東京都出身）

中学1年から剣道を始める。大学卒業後、都内公立学校の教
員となり、校長職などを歴任。定年退職後、シニア海外協力隊
としてエクアドルへ。2019年1月に長期派遣でアルゼンチンへ。
コロナ禍の待機期間を経て、22年6月に再赴任。現在はシニア
ボランティア経験を活かす会などで自らの経験を発信中。

神
かん

崎
ざき

早
さ

紀
き

子
こ

さん
（スーダン／学校保健／ 2018年度2次隊、エジプト／
学校保健／ 2022年度9次隊・和歌山県出身）

大学で看護を学び、養護教諭として5年間勤務。2018年10
月より協力隊員としてスーダンで活動していたが、情勢悪化に
よりエジプトへ任地変更。渡航半年で新型コロナウイルス感
染拡大により一斉帰国し、待機期間を経て22年6月に再赴
任した。現在は保健師として大阪府内の役場に勤務。

山
やま

崎
ざき

鉄
てっ

平
ぺい

さん
（カンボジア／体育／ 2019年度3次隊・千葉県出身）

体育大学を卒業し、教員として千葉県内の公立中学校と小
学校勤務を経て、協力隊に応募。2020年3月に派遣前訓
練は終えたが、直後にコロナ禍で派遣が延期となり、21年1
月にカンボジアへ派遣された。現在は広島大学大学院で国
際教育開発プログラムに所属しており、広島県の高等学校
でも保健体育を教えている。

青年海外協力隊事務局では、2019年度以

降、毎年度、帰国５年後隊員に対してアン

ケートを実施している。その中に「隊員活

動を通じて獲得が期待される19の資質・

能力」についての実感調査がある。今回、

22年度に帰国したOV6人に、協力隊経験

を通じて「身についた」「発揮されている」

と感じる資質について、派遣国でのエピ

ソードと共に話を聞いた。

６人の経験に見る

協力隊で身につく

　　  の力
1 ОЙМО立ち上げの初期
から協力してくれているキ
ルギスの職人の一人、ローザ
さんと緒方さん（左）。地方
に暮らすため販路拡大が難
しく、夫が病気がちで収入も
安定していなかった
2 キルギスの伝統な模様が
デザインされたクッション
カバー

JICA Volunteers' Reports
派遣先での協力隊員の活動や、OVの活動をリアルにレポート

知識ゼロからのスタート
キルギス雑貨のブランドを立ち上げました

緒
お

方
がた

美
み

鈴
すず

さん（キルギス／体育／2019年度1次隊・熊本県出身）

本
で
販
売
で
き
な
い
か
と
、
取
り
組
み
の

イ
メ
ー
ジ
が
よ
り
明
確
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
21
年
に
立
ち
上
げ
た
キ
ル
ギ
ス
雑

貨
ブ
ラ
ン
ド
が
「
Ｏオ

 イ

 モ

Й
Ｍ
Ｏ（
※
）」
で
す
。

　
当
初
は
、
日
本
市
場
で
ウ
ケ
る
よ
う
な

デ
ザ
イ
ン
に
も
詳
し
く
な
く
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

調
べ
る
な
ど
し
て
勉
強
し
て
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
の
構
築
、
商
品
開
発

や
輸
入
手
配
、
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
ま
で
一

人
で
試
行
錯
誤
し
て
い
ま
し
た
が
、
去
年

か
ら
は
キ
ル
ギ
ス
Ｏ
Ｖ
の
木
村
明
日
美
さ

ん
（
青
少
年
活
動
／
２
０
１
７
年
度
２
次

隊
）
が
加
わ
っ
て
く
れ
て
２
人
体
制
に
。
採

算
も
取
れ
る
よ
う
に
な
り
、
私
は
今
年
５

月
か
ら
キ
ル
ギ
ス
に
拠
点
を
移
し
ま
し
た
。

　
従
来
の
遠
隔
で
の
や
り
と
り
の
中
で
、

や
は
り
品
質
を
担
保
す
る
こ
と
に
苦
労
す

る
時
が
あ
り
、
対
面
で
直
接
話
し
た
ほ
う

が
わ
か
り
合
え
る
と
改
め
て
実
感
し
て
い

ま
す
。
特
に
隊
員
時
代
と
違
っ
て
ビ
ジ
ネ

ス
で
あ
る
以
上
、
仕
事
と
対
価
の
意
味
や
、

彼
ら
自
身
の
メ
リ
ッ
ト
な
ど
に
つ
い
て
は

よ
く
対
話
し
て
、
意
識
の
共
有
を
徹
底
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
同
時
に
、
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
で
は
と
こ
と
ん
同
じ
時
間
を
過
ご

す
こ
と
も
、
人
間
関
係
を
良
好
に
保
つ
た

め
、今
ま
で
以
上
に
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　
若
さ
と
勢
い
で
突
っ
走
っ
て
き
ま
し
た

が
、
今
か
ら
振
り
返
れ
ば
、
何
も
知
識
が
な

い
か
ら
こ
そ
、
臆
せ
ず
走
り
続
け
ら
れ
た

の
だ
と
思
い
ま
す
。
今
後
に
向
け
て
は
日

本
の
若
者
へ
の
情
報
発
信
や
ス
タ
デ
ィ
ツ

　
高
校
時
代
か
ら
の
夢
を
か
な
え
て
新
卒

参
加
で
キ
ル
ギ
ス
に
赴
任
し
た
の
で
す
が
、

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
一
斉
帰
国
す
る
こ
と
に
。

翌
２
０
２
１
年
、
３
カ
月
の
短
期
間
な
が

ら
再
派
遣
が
実
現
し
た
も
の
の
、
愛
着
あ

る
キ
ル
ギ
ス
に
思
う
よ
う
に
貢
献
で
き
ず

に
残
念
な
気
持
ち
を
抱
え
て
い
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
中
、
隣
国
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の

文
化
に
関
心
の
あ
る
日
本
の
知
人
か
ら
、

現
地
雑
貨
を
売
る
ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
ス
ト
ア

（
期
間
限
定
の
シ
ョ
ッ
プ
）
を
日
本
で
催
し

た
い
と
思
っ
て
い
る
と
の
話
を
聞
き
、
中

央
ア
ジ
ア
つ
な
が
り
で
一
緒
に
キ
ル
ギ
ス

の
雑
貨
も
販
売
し
た
い
と
申
し
出
る
と
す

ぐ
に
話
が
進
み
ま
し
た
。
伝
統
的
な
羊
毛

製
品
や
一
村
一
品
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ジ
ャ

ム
な
ど
を
買
い
込
み
、
帰
国
後
に
共
同
で

行
っ
た
ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
ス
ト
ア
は
大
成
功
。

自
分
を
通
し
て
協
力
隊
経
験
や
キ
ル
ギ
ス

の
伝
統
的
な
文
化
・
品
物
を
日
本
へ
伝
え

ら
れ
る
と
い
う
希
望
が
膨
ら
み
ま
し
た
。

　
織
物
や
ア
ク
セ
サ
リ
ー
な
ど
の
雑
貨
に

つ
い
て
の
知
識
は
全
く
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
と
に
か
く
動
い
て
み
よ
う
と
、
キ
ル
ギ

ス
に
再
渡
航
し
て
日
本
向
け
の
商
品
を

作
っ
て
く
れ
る
職
人
探
し
に
奔
走
。
最
初

は
な
か
な
か
信
用
さ
れ
ず
、何
度
も
チ
ャ
ッ

ト
連
絡
を
重
ね
た
上
で
実
際
に
足
を
運
ん

で
話
を
し
、
信
頼
関
係
を
築
き
ま
し
た
。
や

り
と
り
を
通
じ
て
、
地
方
で
の
生
活
の
苦

し
さ
や
、
商
品
の
販
売
機
会
が
乏
し
い
状

況
も
聞
き
、
職
人
た
ち
の
商
品
を
直
接
日

4クロスロード 2023  10 月号

from  Kyrgyz

Text＝海原美帆　写真提供＝緒方美鈴さん

ア
ー
、
キ
ル
ギ
ス
人
の
健
康
増
進
の
た
め

の
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
教
室
の
開
講
な
ど
い
ろ

い
ろ
な
計
画
を
練
っ
て
い
ま
す
が
、
引
き

続
き
キ
ル
ギ
ス
の
魅
力
を
伝
え
る
こ
と
と
、

日
本
の
知
見
で
キ
ル
ギ
ス
を
盛
り
上
げ
る

こ
と
を
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

ОЙМОのホームページ
https://www.oimojp.com/

※ОЙМО…キルギス語で、伝統的な模様を指す言葉。緒方さん
は、キルギスの伝統文化を生かした事業を象徴する意味でブラン
ド名やショップ名に取り入れている。
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の
活
動
を
進
め
ま
し
た
。

村
上
さ
ん
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
発
）：
私
は
マ
ダ

ガ
ス
カ
ル
の
首
都
が
あ
る
ア
ナ
ラ
マ
ン
ガ
県

内
の
村
を
巡
回
し
、
地
域
住
民
の
生
活
改
善

や
収
入
向
上
に
つ
な
が
る
活
動
を
行
い
ま
し

た
。
配
属
先
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
生
活
改
善
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん
で
い
る
マ
ダ
ガ
ス
カ

ル
の
農
業
・
畜
産
省
で
、
首
都
に
は
カ
ウ
ン

タ
ー
パ
ー
ト
が
い
ま
し
た
が
、
任
地
に
は
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
そ
こ
の
地
域
に
日

本
人
は
私
が
初
め
て
で
、
当
初
頼
れ
る
人
が

い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
在
学
中
に
学
ん
だ
開
発
人
類
学
の
考
え
方

と
フ
ィ
ー
ル
ド
ス
タ
デ
ィ
の
経
験
か
ら
、
文

化
や
生
活
を
知
る
た
め
に
現
地
調
査
が
必
要

と
考
え
ま
し
た
。
ま
ず
市
役
所
で
の
会
議
や

イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
各
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
の

つ
な
が
り
を
つ
く
り
、
調
査
に
協
力
し
て
く

れ
る
家
庭
を
紹
介
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
訪
問
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
「
こ
の
地
域

の
生
活
に
つ
い
て
知
ら
な
い
か
ら
教
え
て
」

と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
お
邪
魔
し
て
、
食
事
や

生
活
ス
タ
イ
ル
は
も
ち
ろ
ん
、
生
計
の
立
て

方
や
生
活
で
困
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
１
日

３
軒
程
度
聞
い
て
回
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果

を
基
に
、
改
良
か
ま
ど
や
栄
養
改
善
、
家
計

深
澤
さ
ん
（
看
護
師
）：
私
は
ケ
ニ
ア
の
首
都

か
ら
車
で
６
時
間
ほ
ど
離
れ
た
町
に
あ
る
、

カ
プ
カ
テ
ッ
ト
・
サ
ブ
カ
ウ
ン
テ
ィ
ー
病
院

の
看
護
部
の
所
属
で
し
た
。
こ
こ
で
品
質
改

善
チ
ー
ム
（Q

u
ality Im

provem
ent 

Team
  

以
下
、
Ｑ
Ｉ
Ｔ
）
を
つ
く
り
、
５
Ｓ

（
整
理
・
整
頓
・
清
掃
・
清
潔
・
し
つ
け
）

活
動
を
実
践
し
な
が
ら
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
の

質
の
改
善
や
効
率
化
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
初
代
の
隊
員
だ
っ
た
の
で
、
着
任
し
て
２
、

３
カ
月
は
現
場
を
見
て
回
っ
て
、
活
動
計
画

を
立
て
ま
し
た
。
数
年
前
に
近
く
の
病
院
に

配
属
さ
れ
た
先
輩
隊
員
が
配
属
先
の
病
院
に

も
巡
回
指
導
に
来
て
５
Ｓ
を
始
め
た
と
聞
い

て
い
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
継
続
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
病
院
は
手
術
室
や
救
急
外
来
、
新
生
児
病

棟
な
ど
五
つ
の
病
棟
が
あ
っ
て
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
陽
性
者
用
の
病
棟
も
新
設
し
て
受

け
入
れ
て
い
ま
し
た
が
、
感
染
対
策
が
十
分

な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
衛
生
面
で
も
多
く
の
課

題
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
ず
は
物
品
の
整
理
整
頓
や
適
切
な
ゴ
ミ

処
理
方
法
な
ど
を
伝
え
て
チ
ー
ム
で
実
践
す

る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
と
、
意
欲
の
高
い
職

員
が
多
か
っ
た
３
部
署
を
対
象
に
し
て
５
Ｓ

編
集
室
：

ま
ず
は
皆
さ
ん
の
活
動
内
容
に
つ
い
て

お
話
し
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
が
、

ど
の
よ
う
に
状
況
把
握
や
課
題
の
発
見
を
し
て
活
動
を

進
め
て
い
っ
た
か
に
つ
い
て
も
あ
わ
せ
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

簿
研
修
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
開
き
ま
し
た
。

園
尾
さ
ん（
小
学
校
教
育
）：
深
澤
さ
ん
、
村
上

さ
ん
と
同
じ
で
、
私
も
初
め
て
協
力
隊
を
受

け
入
れ
る
地
域
へ
の
派
遣
で
し
た
。

　
パ
ラ
オ
の
主
要
都
市
の
コ
ロ
ー
ル
か
ら
車

で
１
時
間
ほ
ど
の
ガ
ラ
ス
マ
オ
小
学
校
に
配

属
さ
れ
て
、
算
数
と
体
育
を
教
え
ま
し
た
。

村
自
体
が
人
口
２
０
０
人
に
も
満
た
な
い
小

さ
な
村
で
、
小
学
校
は
８
学
年
あ
り
ま
す
が

全
校
生
徒
が
35
人
程
度
で
し
た
。

　
算
数
の
課
題
は
計
算
力
の
低
さ
で
し
た
。

反
復
練
習
が
足
り
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
か

つ
て
パ
ラ
オ
の
小
学
校
教
育
の
隊
員
が
使
っ

た
「
マ
ス
ヒ
ー
ロ
ー
」
と
い
う
計
算
ド
リ
ル

を
使
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
１
日
10
問
で
構

成
さ
れ
た
計
算
ド
リ
ル
で
、
１
年
で
80
回
分

あ
り
ま
す
。
担
当
し
た
ク
ラ
ス
で
は
ド
リ
ル

を
終
え
た
児
童
の
ス
コ
ア
が
上
が
り
、
授
業

が
進
め
や
す
く
な
り
ま
し
た
。
体
育
の
授
業

で
は
、
他
の
隊
員
や
地
域
の
人
と
協
力
し
な

が
ら
、
任
期
中
に
２
回
、
運
動
会
を
実
施
し

ま
し
た
。
児
童
た
ち
の
運
動
能
力
は
低
く
な

い
の
で
す
が
、
運
動
の
経
験
が
ほ
と
ん
ど
な

か
っ
た
の
で
、
潜
在
能
力
を
引
き
出
す
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
企
画
し
て
実
践
し
て
い
き
ま
し
た
。

山
崎
さ
ん
（
体
育
）：
私
は
２
代
目
の
隊
員
と

し
て
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
首
都
プ
ノ
ン
ペ
ン
に

あ
る
生
徒
数
約
７
０
０
人
の
ボ
ン
ト
ラ
ベ
ッ

ク
中
学
校
・
高
等
学
校
で
体
育
を
教
え
た
り
、

配
属
先
で
あ
る
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ハ
ー
ト
・

オ
ブ
・
ゴ
ー
ル
ド
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参

加
し
て
、
体
育
事
業
普
及
に
向
け
た
支
援
を

行
っ
た
り
し
ま
し
た
。

　
同
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
体
育
科
研
修
の
モ
デ
ル
校
と

※「隊員活動を通じて獲得が期待される19の資質・能力」は、JICAが設定したもの。過去の調査研究や資料において、隊員の
資質・能力に係る記述を確認し、類似するものを24の要素にグループ化し、分析して設定した。2019年度～ 21年度の帰国後
5年後隊員に実感調査を行った結果は、以下の「JICAボランティア事業第４期中期計画評価報告書概要」で公開されている。
https://www.jica.go.jp/volunteer/outline/publication/report/pdf/evaluation_02.pdf

 「隊員活動を通じて
  獲得が期待される    の資質・能力」とは？

 1. 主体性：物事に進んで取り組む力

 2. 働きかける力：他人に働きかけ巻き込む力

 3. 実行力：目的を設定し確実に行動する力

 4. 課題発見力：現状を分析し目的や課題を明らかにする力

 5. 計画力：課題の解決に向けたプロセスを明らかにし準備する力

 6. 創造力：新しい価値を生み出す力

 7. 発信力：自分の意見をわかりやすく伝える力

 8. 傾聴力：相手の意見を丁寧に聴く力

 9. 柔軟性：意見の違いや立場の違いを理解する力

 10. 状況把握力：自分と周囲の人々や物事との関係性を理解する力

 11. 規律性：社会のルールや人との約束を守る力

 12. ストレスコントロール力：ストレスの発生源に対応する力

 13. 外国語でのコミュニケーション能力
 14. 異文化理解・活用力：異文化の差の存在を認識し、異文化の差を良い悪いと判

断せず、興味・理解を示して柔軟に対応すること。また、多様な人々の強みを

認識し、それらを引き出して新しい価値を生み出すこと

 15. 現場力：持っている技術や知見を環境に合わせて創意工夫し実践する力

 16. リスクマネジメント能力：健康や安全管理をはじめとするさまざまなリスクを

  事前に予測し、その回避や軽減のために周囲の環境や自己を管理・運用する力

 17. へこたれない力：困難な状況でも諦めずに努力する力や、物事を前向きに捉え

る力

 18. 自己肯定感：自分の在り方を積極的に評価でき、自らの価値や存在意義を肯定

できる力

 19. 社会貢献意識：社会のために役に立ちたい意欲

ケニアの病院で５Ｓ活動を行った
看護師職種の深澤千波さん。（右
から）副看護部長、看護部長、病
院のER（救命救急室）責任者と

［ 深澤千波さん ］

▶へこたれない力

▶ストレスコントロール力

▶リスクマネジメント能力

▶課題発見力

▶主体性

▶働きかける力

▶柔軟性

深澤さんが身についた力

6人の経験に見る
協力隊で身につく         の力

特集：座談会



89 クロスロード 2023  10 月号クロスロード 2023  10 月号

な
っ
て
い
る
中
学
校
・
高
等
学
校
で
体
育
教

員
は
５
人
い
た
も
の
の
、
現
地
教
員
の
給
料

は
高
く
な
く
、
副
業
し
て
い
る
先
生
も
い
て
、

な
か
な
か
全
員
そ
ろ
わ
な
い
の
で
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
の
が
大
変
で
し
た
。

　
さ
ら
に
体
育
の
授
業
は
体
を
動
か
す
の
が

好
き
な
生
徒
や
真
面
目
な
生
徒
だ
け
が
参
加

し
た
り
し
て
い
る
状
況
で
、
な
に
か
と
苦
戦

が
続
き
ま
し
た
。
現
場
力
を
発
揮
し
、
授
業

再
開
ま
で
は
体
育
の
授
業
を
円
滑
に
行
う
た

め
の
環
境
整
備
に
焦
点
を
絞
り
、
草
を
む

し
っ
た
り
、
運
動
マ
ッ
ト
を
干
し
た
り
、
そ

ん
な
活
動
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。

神
崎
さ
ん（
学
校
保
健
）：
私
の
場
合
は
、
コ
ロ

ナ
禍
前
は
ス
ー
ダ
ン
で
小
・
中
・
高
校
を
巡

回
し
て
手
洗
い
の
大
切
さ
を
伝
え
る
な
ど
の

衛
生
教
育
を
行
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
ス
ー

ダ
ン
の
情
勢
悪
化
に
伴
い
エ
ジ
プ
ト
に
任
国

変
更
に
な
り
、
派
遣
さ
れ
た
も
の
の
約
半
年

で
コ
ロ
ナ
禍
に
入
っ
て
し
ま
っ
て
一
斉
帰
国

に
な
り
ま
し
た
。
特
別
登
録
を
経
て
再
派
遣

さ
れ
た
の
が
22
年
の
６
月
で
す
。

　
エ
ジ
プ
ト
で
は
支
援
が
必
要
な
保
育
施
設

を
巡
回
し
な
が
ら
幼
児
や
保
育
者
、
保
護
者

に
向
け
て
手
洗
い
や
食
育
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。
日
本
で
は
い
わ

ゆ
る
「
保
健
室
の
先
生
」
で
、
小
学
校
の
児

童
に
向
け
た
指
導
を
し
て
き
た
の
で
、
対
象

の
違
う
エ
ジ
プ
ト
で
の
活
動
に
な
っ
て
、
当

初
心
配
で
し
た
。
エ
ジ
プ
ト
の
幼
児
教
育
分

科
会
な
ど
も
活
用
し
な
が
ら
活
動
し
ま
し
た
。

小
鹿
原
さ
ん
（
日
系
・
剣
道
）：
私
は
シ
ニ
ア
海

外
協
力
隊
と
し
て
、
18
年
に
短
期
派
遣
で
１

カ
月
間
エ
ク
ア
ド
ル
へ
、
翌
年
、
長
期
派
遣

で
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
日
系
社
会
へ
派
遣
さ
れ

ま
し
た
。

　
エ
ク
ア
ド
ル
で
は
稽
古
前
に
全
員
が
床
の

雑
巾
が
け
を
す
る
な
ど
、
取
り
組
む
姿
勢
の

素
晴
ら
し
さ
に
感
激
し
ま
し
た
。
日
本
で
は

忘
れ
去
ら
れ
つ
つ
あ
る
「
初
心
忘
る
べ
か
ら

ず
」
を
感
じ
る
日
々
で
し
た
。
ア
ル
ゼ
ン
チ

ン
の
日
亜
学
院
剣
道
部
に
は
子
ど
も
や
初
心

者
、
熟
練
者
ま
で
技
能
レ
ベ
ル
の
違
う
生
徒

が
50
人
ほ
ど
所
属
し
て
い
ま
し
た
。
剣
道
イ

い
ま
す
。
待
機
期
間
も
含
め
た
空
い
た
時
間

を
、
英
語
や
ク
メ
ー
ル
語
の
勉
強
に
費
や
し

た
た
め
語
学
力
が
向
上
し
、
そ
の
後
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
り
や
す
く
な
っ
た
の
も

よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

園
尾
さ
ん（
小
学
校
教
育
）：
私
は
派
遣
国
や
職

種
が
変
わ
り
続
け
ま
し
た
。
２
０
２
０
年
１

次
隊
と
し
て
キ
ル
ギ
ス
（
青
少
年
活
動
）
へ

英
語
教
育
で
派
遣
予
定
で
し
た
が
、
コ
ロ
ナ

禍
で
派
遣
延
期
と
な
り
、
20
年
度
は
元
の
学

校
に
戻
っ
て
勤
務
し
ま
し
た
。
そ
の
間
、
東

テ
ィ
モ
ー
ル
（
青
少
年
活
動
）
へ
図
工
指
導

で
任
国
変
更
が
あ
っ
た
の
で
す
が
派
遣
不
可

能
と
な
り
、
21
年
３
月
に
マ
レ
ー
シ
ア
（
青

少
年
活
動
）
へ
学
童
運
営
で
任
国
変
更
と

な
っ
た
の
で
、
訓
練
所
で
は
マ
レ
ー
語
を
学

び
ま
し
た
。
し
か
し
訓
練
終
了
直
前
に
マ

レ
ー
シ
ア
の
派
遣
が
で
き
な
く
な
り
、
１
カ

月
ほ
ど
の
待
機
期
間
中
に
パ
ラ
オ
（
小
学
校

教
育
）
に
任
国
変
更
と
な
っ
て
10
月
に
や
っ

と
派
遣
と
な
り
ま
し
た
。

編
集
室
：
そ
れ
は
驚
く
ほ
ど
の
変
わ
り
よ
う

で
す
ね
。
ス
ト
レ
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
力
が
つ

い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

園
尾
さ
ん（
小
学
校
教
育
）：
コ
ロ
ナ
禍
だ
っ
た

の
で
仕
方
が
な
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
高
校
３
年
生
を
送
り
出
し
た
タ
イ
ミ
ン
グ

で
、
現
職
教
員
特
別
参
加
制
度
を
利
用
し
て

協
力
隊
に
参
加
予
定
だ
っ
た
の
で
、
待
機
期

間
中
は
元
の
学
校
に
復
職
で
き
て
助
か
り
ま

し
た
。
た
だ
１
年
延
期
し
て
本
当
に
行
け
る

か
が
一
番
心
配
で
し
た
。

深
澤
さ
ん
（
看
護
師
）：
私
も
派
遣
前
訓
練
中

に
コ
ロ
ナ
禍
に
入
り
、
待
機
に
な
る
と
聞
い

て
落
胆
し
ま
し
た
。
た
だ
待
機
期
間
中
は
病

院
で
働
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
た
だ

悶も
ん
も
ん々

と
待
つ
、
と
い
う
時
間
が
な
か
っ
た
の

は
あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
。

　
ケ
ニ
ア
へ
行
っ
た
直
後
も
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン

と
な
り
首
都
に
と
ど
ま
っ
た
り
、
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
た
め
に
１
カ
月
間
以
上
帰
国

す
る
こ
と
に
な
っ
た
り
、
予
期
せ
ぬ
事
態
が

立
て
続
け
に
起
き
た
り
し
ま
し
た
が
、
お
か

げ
で
へ
こ
た
れ
な
い
力
が
身
に
つ
き
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
も
ど
か
し
か
っ
た
の
は
、
派

遣
先
の
職
員
や
地
域
の
方
か
ら
食
事
に
誘
わ

れ
て
も
断
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
か
っ
た
こ
と

で
す
。
「
せ
っ
か
く
活
動
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
の
に
、
こ
こ
で
コ
ロ
ナ
に
か
か
っ
た

ら
ま
た
活
動
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
」

と
い
っ
た
危
機
感
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

編
集
室
：
深
澤
さ
ん
は
住
ま
い
も
自
分
で
探

さ
な
く
て
は
な
ら
ず
、
コ
ロ
ナ
禍
の
さ
ま
ざ

ま
な
影
響
を
受
け
ら
れ
て
い
て
大
変
で
し
た

ね
。
「
ス
ト
レ
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
力
」
や

「
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
」
も
つ
い
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
と
こ
ろ
で
、
小

鹿
原
さ
ん
は
一
斉
帰
国
中
も
精
力
的
に
活
動

さ
れ
、
週
に
１
回
程
度
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
指

導
を
行
わ
れ
て
い
た
の
で
す
よ
ね
。

小
鹿
原
さ
ん
（
剣
道
）：
そ
う
で
す
。
私
の
場

合
、
一
斉
帰
国
後
の
再
派
遣
ま
で
に
２
年
近

く
か
か
り
ま
し
た
。
定
年
退
職
後
、
第
二
の

人
生
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
に
し
よ
う
と
意
欲
を

持
っ
て
指
導
に
当
た
っ
て
い
た
の
で
、
帰
国

は
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
不
完
全

燃
焼
の
状
況
を
抜
け
出
そ
う
と
始
め
た
の
が
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
遠
隔
稽
古
で
す
。

　
最
初
の
頃
は
週
２
回
、
座
学
を
取
り
入
れ

て
著
名
な
剣
士
の
話
を
し
た
り
、
カ
メ
ラ
の

前
で
素
振
り
の
練
習
を
し
た
り
し
ま
し
た
。

　
多
い
時
に
は
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
生
徒
だ
け

で
な
く
、
南
米
各
地
か
ら
１
０
０
人
以
上
が

参
加
し
た
回
も
あ
り
ま
し
た
。
ス
ペ
イ
ン
語

は
苦
手
で
す
が
、
配
属
先
の
日
系
剣
士
が
サ

ポ
ー
ト
し
て
く
れ
た
の
で
助
か
り
ま
し
た
。

諦
め
ず
に
や
っ
て
み
よ
う
の
精
神
で
「
主
体

性
」
や
「
実
行
力
」
が
身
に
つ
い
た
と
思
い

ま
す
。

村
上
さ
ん（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
発
）：
私
の
場
合
は
、

派
遣
中
に
一
斉
帰
国
の
連
絡
が
来
た
ん
で
す

が
、
当
初
は
危
機
感
ゼ
ロ
で
。
３
月
に
日
本

に
帰
っ
て
も
、
５
月
く
ら
い
に
す
ぐ
戻
れ
る

な
ら
い
い
か
な
、
な
ん
て
軽
く
考
え
て
い
た

ん
で
す
。
で
も
、
実
際
は
夏
に
な
っ
て
も
派

遣
の
見
通
し
が
立
た
ず
、
い
っ
た
ん
就
職
活

動
を
し
て
広
告
代
理
店
に
就
職
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
再
派
遣
が
決
ま
っ
て
か
ら
も
、
任

地
に
戻
っ
た
時
、
「
勝
手
に
帰
っ
た
日
本

人
」
と
そ
っ
ぽ
向
か
れ
た
ら
ど
う
し
よ
う
と

不
安
で
し
た
。
で
も
、
と
あ
る
お
母
さ
ん
が
、

私
の
顔
を
見
た
途
端
に
大
喜
び
し
て
く
れ
た

ん
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
前
は
２
カ
月
く
ら
い
し

か
い
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
私
の
代
は
訓

練
所
で
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
語
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
た
の
で
、
現
地
の
人
と
も
早
い
段
階
か
ら

密
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
外
国
語
で
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
）
を
取
る
こ
と

が
で
き
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
家
庭
調
査
に

よ
る
課
題
発
見
力
も
つ
き
ま
し
た
。

神
崎
さ
ん（
学
校
保
健
）：
私
の
場
合
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
原
因
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

ス
ー
ダ
ン
で
の
活
動
が
軌
道
に
乗
り
、
現
地

の
人
と
の
交
流
も
深
ま
っ
て
き
た
頃
に
情
勢

料理教室の様子。さまざまなワー
クショップを行ったが、特に料理
教室は人が集まりやすかったとい
う。村上さんが企画し、集客は地
域のリーダーが行った

［ 村上瑞樹さん ］

編
集
室
：

既
に
お
話
に
も
出
て
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
受
け
ら
れ
て
い
る
の
で
、

平
時
以
上
の
ご
苦
労
も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
大
変
だ
っ
た
こ
と
、
大
変
だ
っ
た
か
ら
こ
そ

身
に
つ
い
た
と
思
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

山
崎
さ
ん
（
体
育
）：
派
遣
前
訓
練
が
終
わ
っ

た
途
端
、
待
機
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ

て
、
学
校
を
辞
め
て
し
ま
っ
て
い
た
の
で
ま

ず
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
頼
り
、
農
家
で
の
ア

ル
バ
イ
ト
を
始
め
ま
し
た
。
そ
の
後
、
小
学

校
の
学
習
指
導
員
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
、

再
派
遣
を
待
ち
ま
し
た
。
お
金
の
心
配
も
あ

り
、
い
つ
行
け
る
か
と
心
配
で
し
た
。

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
へ
派
遣
さ
れ
て
か
ら
も
、
２

週
間
の
隔
離
と
１
カ
月
の
現
地
語
学
訓
練
を

経
て
、
や
っ
と
活
動
が
始
め
ら
れ
る
と
思
っ

た
矢
先
、
今
度
は
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
に
な
っ
て

し
ま
っ
て
。
前
任
の
先
輩
隊
員
が
残
し
て
く

れ
た
食
料
や
企
画
調
査
員
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

事
業
）
が
教
え
て
く
れ
た
デ
リ
バ
リ
ー
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
な
が
ら
、
な
ん
と
か
し
の
ぎ

ま
し
た
。
先
輩
隊
員
が
同
じ
ア
パ
ー
ト
に
住

む
日
本
人
の
方
々
と
連
絡
を
取
っ
て
く
れ
て

い
た
の
で
、
ア
パ
ー
ト
内
で
助
け
合
っ
た
り
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
状
況
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た

り
し
て
、
少
し
安
心
で
き
ま
し
た
。

　
学
校
も
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
で
閉
鎖
に
な
っ
て
、

先
生
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
づ
ら
い

状
況
が
続
き
ま
し
た
が
、
で
き
る
こ
と
を
や

ろ
う
と
人
が
い
な
い
運
動
場
や
バ
ス
ケ
ッ
ト

コ
ー
ト
の
整
備
な
ど
を
細
々
と
進
め
ま
し
た
。

　
日
々
や
る
こ
と
を
ル
ー
テ
ィ
ン
化
し
た
り
、

目
標
を
決
め
て
動
い
た
り
す
る
こ
と
で
ス
ト

レ
ス
を
感
じ
な
い
よ
う
に
努
力
し
ま
し
た
。

ス
ト
レ
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
力
が
つ
い
た
と
思

ベ
ン
ト
で
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
ア
ニ
メ
の

影
響
な
ど
で
剣
道
を
知
っ
て
習
い
始
め
た
人

が
多
く
、
剣
道
へ
の
情
熱
は
素
晴
ら
し
い
も

の
で
し
た
。
日
系
国
際
ス
ポ
ー
ツ
親
善
大
会

(C
O

N
FR

A
)

の
企
画
運
営
や
ア
ル
ゼ
ン
チ

ン
剣
道
連
盟
の
試
合
や
審
査
、
剣
道
セ
ミ

ナ
ー
に
も
携
わ
り
、
計
画
性
を
持
っ
て
配
属

先
だ
け
で
な
く
、
国
レ
ベ
ル
で
剣
道
の
普
及

に
努
め
ま
し
た
。

パラオで算数や体育を教えた園
尾さん。遊びを通しても子どもた
ちの心をつかんだ。企画した運
動会では村の人にサンタになって
もらうなど、地域も巻き込んだ

［ 園尾洋平さん ］

▶外国語での

	 コミュニケーション能力

▶課題発見力

▶計画力

▶働きかける力

▶主体性

▶自己肯定感

村上さんが身についた力

▶ストレスコントロール力

▶主体性

▶発信力

▶働きかける力

▶現場力

▶実行力

園尾さんが身についた力

6人の経験に見る
協力隊で身につく         の力

特集：座談会
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編
集
室
：

任
地
で
活
動
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
に
、

工
夫
し
た
こ
と
や
身
に
つ
い
た
力
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

村
上
さ
ん（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
発
）：
任
期
終
盤
に
、

日
本
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
協
会
の
助
成
を
頂
き
、

ミ
シ
ン
や
料
理
の
道
具
を
そ
ろ
え
、
裁
縫
と

料
理
の
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
っ
て
商
品
の
製

作
・
販
売
を
実
践
し
、
収
入
向
上
に
つ
な
げ

ま
し
た
。

　
大
学
の
ゼ
ミ
で
、
地
域
開
発
を
進
め
る
上

で
大
切
な
こ
と
を
た
く
さ
ん
学
び
ま
し
た
が
、

マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
で
は
そ
れ
ら
を
思
い
出
し
な

が
ら
、
ま
ず
住
民
の
方
に
信
頼
し
て
も
ら
い
、

現
地
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
活
動
を
す
る
た
め

に
、
具
体
的
な
目
標
を
立
て
ま
し
た
。
そ
し

て
、
こ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
計
画
作

り
に
も
力
を
入
れ
ま
し
た
。
そ
う
し
た
意
味

で
は
計
画
力
が
身
に
つ
い
た
と
い
え
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
は
忙
し
く
て
主
体
的
に

動
い
て
く
れ
な
い
人
も
い
ま
し
た
が
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
に
関
心
を
持
っ
て
く
れ
る
人
は

少
な
か
ら
ず
い
て
、
手
応
え
を
感
じ
ま
し
た
。

試
行
錯
誤
の
連
続
で
し
た
が
、
関
心
を
寄
せ

て
く
れ
る
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
を
見
つ
け
て
継
続

的
に
働
き
か
け
、
主
体
性
を
引
き
出
す
重
要

性
も
身
を
も
っ
て
学
び
ま
し
た
。

園
尾
さ
ん
（
小
学
校
教
育
）：
私
は
派
遣
期
間
が

短
く
な
り
焦
り
も
あ
っ
た
の
で
、
主
体
性
を

持
っ
て
動
く
こ
と
を
決
め
、
派
遣
後
す
ぐ
に

全
校
生
徒
を
対
象
に
し
た
運
動
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
綱
引
き
や
玉
入
れ
、
リ
レ
ー
、
障

害
物
競
走
な
ど
６
、
７
種
類
の
競
技
を
取
り

入
れ
ま
し
た
。

　
意
識
し
た
の
は
、
一
人
で
や
ろ
う
と
せ
ず
、

発
信
力
を
持
っ
て
村
の
人
々
や
同
僚
に
説
明

し
、
働
き
か
け
な
が
ら
一
緒
に
物
事
を
進
め

て
い
く
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、
玉
入
れ
の
カ

ゴ
が
な
か
っ
た
の
で
近
所
の
人
に
相
談
し
た

と
こ
ろ
、
コ
コ
ナ
ッ
ツ
の
葉
を
編
ん
で
カ
ゴ

を
作
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
障
害
物
競
争
の

ハ
ー
ド
ル
は
、
同
僚
の
教
員
の
つ
な
が
り
で

現
地
の
陸
上
協
会
に
相
談
す
る
と
、
協
会
の

ハ
ー
ド
ル
を
貸
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
日
本
に
比
べ
て
モ
ノ
が
な
い
中
で
、
何
を

ど
う
準
備
す
る
か
、
現
地
の
人
の
知
恵
や

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
助
け
ら
れ
ま
し
た
。
他
に

も
体
育
隊
員
ら
と
協
力
し
て
サ
ッ
カ
ー
の
ミ

ニ
ゲ
ー
ム
を
実
施
し
た
り
、
現
地
で
知
り

合
っ
た
日
本
人
と
一
緒
に
日
本
文
化
紹
介
の

イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
た
り
、
頼
れ
る
人
を
巻

き
込
ん
で
活
動
の
幅
を
広
げ
て
い
き
ま
し
た
。

働
き
か
け
る
力
や
現
場
力
、
実
行
力
が
つ
い

た
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
パ
ラ
オ
の
人
に
「
こ
れ
を
や
ろ

う
」
と
呼
び
か
け
る
と
、
そ
の
場
で
は
「
ぜ

ひ
や
ろ
う
！
」
と
答
え
て
く
れ
る
の
で
す
が
、

す
ぐ
に
忘
れ
ら
れ
が
ち
で
し
た
。
現
地
の
人

と
物
事
を
進
め
て
い
く
に
は
、
一
度
伝
え
る

だ
け
で
は
不
十
分
だ
と
理
解
し
、
「
何
度
も

説
明
・
相
談
し
て
状
況
を
確
認
す
る
」
と
い

う
プ
ロ
セ
ス
も
大
切
に
し
て
い
ま
し
た
。

深
澤
さ
ん
（
看
護
師
）：
粘
り
強
く
伝
え
て
い

く
の
は
大
変
で
す
け
ど
大
切
で
す
よ
ね
。

　
私
は
５
Ｓ
を
通
じ
て
院
内
の
業
務
改
善
を

目
指
し
て
い
ま
し
た
が
、
院
内
の
ス
タ
ッ
フ

は
５
Ｓ
の
知
識
を
知
っ
て
い
て
も
実
践
が
進

ま
な
い
、
と
い
う
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。
　

　
そ
こ
で
「
５
Ｓ
を
や
れ
ば
コ
ロ
ナ
感
染
を

防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
上
、
業
務
時
間
の
短
縮

小
鹿
原
さ
ん
（
剣
道
）：
日
本
の
侍
や
刀
な
ど

に
憧
れ
て
剣
道
を
始
め
た
剣
士
た
ち
で
す
の

で
、
稽
古
で
意
欲
を
失
わ
せ
る
こ
と
な
く
、

剣
道
の
持
つ
礼
な
ど
の
精
神
文
化
的
な
特
性

や
竹
刀
さ
ば
き
な
ど
の
運
動
特
性
に
触
れ
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
指
導
の
工
夫
を
し
ま

し
た
。
主
体
性
を
重
ん
じ
る
よ
う
に
し
ま
し

た
が
、
も
と
も
と
間
違
え
て
覚
え
て
い
る
こ

と
も
あ
っ
た
の
で
、
本
来
の
意
味
を
説
明
し

て
伝
統
文
化
を
学
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。

　
例
え
ば
、
剣
士
が
正
座
し
て
上
席
に
礼
を

し
て
い
る
そ
の
先
に
、
子
ど
も
た
ち
が
遊
ん

で
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
日
本
な
ら

「
遊
ん
で
は
い
け
な
い
」
と
注
意
す
る
と
こ

ろ
で
す
が
、
頭
ご
な
し
に
伝
え
て
も
恐
ら
く

理
解
で
き
ま
せ
ん
。
「
礼
」
の
意
味
を
一
か

深
澤
さ
ん
（
看
護
師
）：
日
本
と
は
異
な
る
環

境
下
で
、
現
地
の
状
況
を
観
察
し
な
が
ら
、

課
題
発
見
力
や
柔
軟
に
対
応
す
る
力
は
、
私

も
磨
か
れ
た
と
思
い
ま
す
。

　
病
院
で
は
、
な
ぜ
か
ガ
ウ
ン
や
手
袋
な
ど

は
鍵
を
か
け
た
棚
に
し
ま
わ
れ
て
い
て
、
活

用
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
整
理
整
頓
も

な
か
な
か
進
ま
ず
、
「
な
ぜ
だ
ろ
う
」
と
疑

問
に
思
う
こ
と
ば
か
り
。

　
で
も
、
あ
る
時
、
「
定
位
置
に
モ
ノ
を
置

く
と
、
置
き
場
が
皆
に
知
れ
渡
り
、
盗
ま
れ

て
し
ま
う
」
と
聞
き
、
納
得
し
ま
し
た
。
有

効
期
限
の
切
れ
た
物
品
を
使
用
す
る
こ
と
や

雨
水
を
た
め
る
タ
ン
ク
の
水
が
な
く
な
っ
て

業
務
が
回
ら
な
く
な
る
こ
と
も
含
め
て
、
そ

う
せ
ざ
る
を
得
な
い
社
会
状
況
が
あ
る
こ
と

を
理
解
し
て
活
動
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
資
金
や
資
源
が

限
ら
れ
た
中
で
病
院
を
運
営
す
る
厳
し
さ
を

知
り
ま
し
た
。

山
崎
さ
ん
（
体
育
）：
私
は
日
本
と
カ
ン
ボ
ジ

ア
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
違
い
に
ま
ず
戸
惑
い

ま
し
た
。
日
本
で
は
全
日
制
で
、
子
ど
も
た

ち
は
朝
か
ら
夕
方
ま
で
し
っ
か
り
勉
強
し
ま

す
が
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
２
部
制
で
午
前
か

午
後
の
授
業
が
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
後
も
主
要
科
目
が
優
先
さ

れ
た
り
し
た
の
で
、
よ
う
や
く
体
育
の
授
業

が
で
き
た
の
が
赴
任
１
年
後
で
。
さ
ら
に
教

員
も
副
業
を
し
て
い
た
り
し
た
こ
と
や
、
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
に
よ
っ
て
、
私
が
在

籍
し
て
い
る
間
に
も
任
地
校
の
教
員
が
辞
め

て
し
ま
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　
仕
事
に
対
す
る
責
任
感
の
違
い
や
情
操
教

育
が
軽
ん
じ
ら
れ
て
い
る
現
実
に
直
面
し
、

編
集
室
：

派
遣
先
で
は
、
日
本
と
は
異
な
る
文
化
や
考
え
方
の
違
い
に

戸
惑
う
こ
と
も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

違
和
感
を
ど
う
乗
り
越
え
ま
し
た
か
？

ら
丁
寧
に
教
え
ま
し
た
。

　
剣
道
で
は
勝
負
に
勝
っ
て
も
ガ
ッ
ツ
ポ
ー

ズ
な
ど
の
喜
び
の
表
現
や
勝
ち
誇
っ
た
態
度

は
と
り
ま
せ
ん
。
反
対
に
、
サ
ッ
カ
ー
で
は

点
を
取
る
と
、
体
全
体
で
喜
び
を
表
現
し
ま

す
。
ち
ょ
う
ど
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

で
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
が
優
勝
し
た
時
に
ブ
エ
ノ

ス
ア
イ
レ
ス
に
お
り
、
街
中
は
歓
喜
・
歓
声

に
溢
れ
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
人
々
は
国
を
挙

げ
て
勝
利
を
祝
福
し
て
い
ま
し
た
。
剣
道
の

文
化
、
サ
ッ
カ
ー
の
文
化
両
方
を
経
験
し
、

私
は
喜
び
な
ど
の
表
現
文
化
の
違
い
に
戸
惑

う
の
で
は
な
く
、
そ
の
国
の
文
化
を
受
け
入

れ
る
べ
き
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
む
し
ろ
違

う
文
化
を
楽
し
む
姿
勢
が
大
切
で
、
柔
軟
に

対
応
す
る
力
が
試
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。

カンボジアで体育教育の普及に
努めた山崎さん。コロナ禍で多く
の制限があるなか、体育ができる
環境づくりにも尽力した

［ 山崎鉄平さん ］

不
安
で
任
国
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

　
エ
ジ
プ
ト
に
派
遣
さ
れ
て
や
っ
と
活
動
が

で
き
て
き
た
と
思
っ
た
ら
す
ぐ
、
コ
ロ
ナ
禍

で
一
斉
帰
国
。
先
が
見
え
な
く
な
り
、
あ
ら

ゆ
る
こ
と
を
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
捉
え
て
い
た
時

期
も
あ
り
ま
す
。
で
も
待
機
期
間
中
に
「
美

容
院
や
歯
医
者
に
も
行
く
こ
と
が
で
き
た
の

で
、
ゆ
っ
た
り
過
ご
す
時
間
が
で
き
て
よ

か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
」
と
気
持
ち
を
切
り

替
え
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
ス
ト
レ
ス
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
力
は
つ
い
た
と
思
い
ま
す
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
で
エ
ジ
プ
ト
隊
員
の
分
科
会

が
活
用
で
き
た
の
も
心
強
か
っ
た
で
す
。
幼

児
教
育
や
障
害
児
・
者
支
援
、
青
少
年
活
動

の
隊
員
と
協
力
し
て
、
食
育
の
紙
芝
居
、
野

菜
や
果
物
の
パ
ズ
ル
、
塗
り
絵
、
手
洗
い
動

画
な
ど
を
作
っ
て
遠
隔
で
も
使
え
る
資
料
を

準
備
し
ま
し
た
。

　
急
な
変
化
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
捉
え
柔
軟
に

動
い
た
り
、
困
難
な
状
況
で
も
諦
め
ず
に
周

囲
の
人
に
頼
り
な
が
ら
物
事
を
進
め
て
い
く

力
、
「
へ
こ
た
れ
な
い
力
」
「
現
場
力
」

「
働
き
か
け
る
力
」
な
ど
が
培
わ
れ
た
と
思

い
ま
す
。

神崎さんは、エジプトでは幼児に
向けた衛生活動を行った。対象
年齢が専門外でも、相手の話をよ
く聞き、相手に話してもらうスタン
スでコミュニケーションを築いた

［ 神崎早紀子さん ］

に
つ
な
が
る
」
と
メ
リ
ッ
ト
を
明
確
に
伝
え

な
が
ら
、
実
践
を
促
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
課

題
発
見
力
に
な
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
か
ら
の
資
金
協
力
を
期
待
す
る

職
員
も
い
た
の
で
す
が
、
早
い
段
階
で
「
お

金
は
な
い
」
と
き
っ
ぱ
り
伝
え
、
折
り
紙
で

箱
を
作
っ
て
整
理
整
頓
を
促
し
た
り
、
壊
れ

た
扉
を
自
力
で
直
し
た
り
、
で
き
る
こ
と
は

な
ん
で
も
、
主
体
的
な
姿
勢
で
や
り
ま
し
た
。

　
ケ
ニ
ア
で
利
用
者
が
多
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
ア

プ
リ
を
使
っ
た
Ｑ
Ｉ
Ｔ
で
は
、
ス
タ
ッ
フ
一

人
ひ
と
り
が
院
内
の
状
況
を
把
握
し
て
改
善

事
例
を
発
信
し
合
う
機
会
を
つ
く
り
、
そ
れ

ら
を
見
た
上
層
部
の
意
識
も
少
し
ず
つ
変

わ
っ
て
い
っ
た
実
感
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

院
内
に
は
顕
微
鏡
や
麻
酔
台
な
ど
、
外
国
か

ら
支
援
さ
れ
た
後
、
壊
れ
て
使
え
な
く
な
っ

た
資
機
材
が
い
く
つ
も
放
置
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
中
に
は
直
せ
ば
使
え
る
も
の
も
あ
り
、

私
は
周
囲
の
ス
タ
ッ
フ
に
粘
り
強
く
働
き
か

け
な
が
ら
、
歯
科
治
療
台
の
排
水
ポ
ン
プ
を

修
理
し
ま
し
た
。

▶現場力

▶ストレスコントロール力

▶外国語での

	 コミュニケーション能力

▶異文化理解・活用力

▶柔軟性

山崎さんが身についた力

▶ストレスコントロール力

▶へこたれない力

▶現場力

▶働きかける力

▶異文化理解・活用力

▶柔軟性

神崎さんが身についた力

6人の経験に見る
協力隊で身につく         の力

特集：座談会
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小
鹿
原
さ
ん
（
剣
道
）：
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
に
は

ハ
グ
の
文
化
が
あ
り
ま
す
が
、
高
齢
者
や
子

ど
も
な
ど
も
含
め
て
誰
も
が
互
い
を
大
切
に

し
て
い
る
の
を
感
じ
ま
し
た
。
日
本
と
は
異

な
る
親
密
な
人
間
関
係
の
中
で
過
ご
し
た
せ

い
か
、
帰
国
後
、
妻
に
「
変
わ
っ
た
ね
」
と

言
わ
れ
ま
し
た
（
笑
）
。
感
謝
の
気
持
ち
や

寛
容
・
優
し
さ
を
ハ
グ
で
表
現
す
る
こ
と
の

素
晴
ら
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
結
果
を
求
め

て
厳
し
く
指
導
す
る
だ
け
で
な
く
、
生
徒
を

褒
め
た
り
声
を
か
け
た
り
す
る
余
裕
も
生
ま

れ
ま
し
た
。

山
崎
さ
ん
（
体
育
）：
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
人
た
ち

は
仕
事
だ
け
が
生
き
が
い
で
は
な
く
、
日
々

楽
し
み
を
見
つ
け
て
生
活
し
て
い
て
、
そ
れ

ま
で
知
ら
な
か
っ
た
価
値
観
を
知
り
、
視
野

が
広
が
り
ま
し
た
。
時
間
ど
お
り
授
業
に
来

な
い
生
徒
や
教
員
の
姿
勢
に
最
初
は
疑
問
を

感
じ
ま
し
た
が
、
だ
ん
だ
ん
彼
ら
の
「
時
間

に
縛
ら
れ
な
い
生
き
方
」
に
も
魅
力
を
感
じ

る
よ
う
に
な
っ
て
柔
軟
性
が
育
ま
れ
ま
し
た
。

　
今
、
大
学
院
で
学
ん
で
い
て
、
周
囲
に
留

学
生
が
多
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
違
い
を
感
じ
る

こ
と
は
多
い
の
で
す
が
、
そ
れ
を
理
解
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
隊
員
を
経
験
し
た
か

ら
こ
そ
。
修
了
後
の
こ
と
は
ま
だ
考
え
中
で

す
が
、
日
本
の
子
ど
も
た
ち
に
海
外
の
魅
力

を
伝
え
て
い
く
取
り
組
み
も
続
け
た
い
で
す
。

神
崎
さ
ん（
学
校
保
健
）：
私
は
隊
員
の
経
験
を

通
じ
て
、
以
前
よ
り
人
の
目
を
気
に
し
な
く

な
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
異
文
化
の
中
で

さ
ま
ざ
ま
な
価
値
観
を
知
り
、
「
人
は
人
、

私
は
私
」
と
柔
軟
に
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
エ
ジ
プ
ト
で
は
、
保
育
士
な
ど
の

隊
員
仲
間
と
協
力
し
て
、
保
育
園
の
先
生
向

け
の
巡
回
セ
ミ
ナ
ー
を
開
き
ま
し
た
が
、
私

は
「
セ
ミ
ナ
ー
に
誰
も
集
ま
ら
な
か
っ
た
ら

ど
う
し
よ
う
」
と
心
配
ば
か
り
し
て
い
ま
し

た
。
で
も
「
一
人
で
も
来
て
く
れ
た
ら
セ
ミ

ナ
ー
を
し
よ
う
」
と
い
う
仲
間
の
言
葉
に
気

持
ち
が
軽
く
な
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
経
験

編
集
室
：

協
力
隊
の
経
験
を
通
じ
て
、

価
値
観
や
人
生
観
が
変
わ
っ
た
と
い
う
実
感
は
あ
り
ま
す
か
？

を
重
ね
る
う
ち
に
、
先
の
こ
と
を
考
え
て
心

配
す
る
回
数
が
減
っ
て
い
き
ま
し
た
。

「
も
っ
と
気
楽
に
考
え
て
い
い
し
、
失
敗
し

た
ら
ま
た
考
え
れ
ば
い
い
」
。
そ
ん
な
ふ
う

に
思
え
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

深
澤
さ
ん
（
看
護
師
）：
い
ろ
い
ろ
な
職
種
の

隊
員
と
話
を
し
な
が
ら
、
国
際
協
力
の
カ
タ

チ
は
医
療
分
野
に
限
ら
ず
さ
ま
ざ
ま
だ
と
知

り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
よ
り
長
期
的
な
視

点
で
、
国
際
協
力
に
携
わ
り
た
い
と
の
思
い

を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。

　
任
地
で
は
、
ケ
ニ
ア
人
の
同
僚
の
友
人
が
い

る
病
院
と
協
力
関
係
を
結
ん
だ
り
、
学
校
で

ジ
ェ
ン
ダ
ー
や
保
健
分
野
を
教
え
て
い
る
韓

国
人
と
配
属
先
の
病
院
を
つ
な
げ
た
り
と

い
っ
た
こ
と
も
実
現
で
き
、
協
力
隊
や
日
本
人

と
い
う
枠
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
国

際
協
力
の
方
法
が
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。
積

極
的
に
働
き
か
け
、
巻
き
込
ん
で
い
く
よ
う

な
国
際
協
力
も
よ
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

小鹿原さんは日系社会で剣道を
指導。初心者にはあえて打たせる
ことで、楽しさを伝えていった。ま
た練習後の食事でも、教え子とコ
ミュニケーションを築いていった

［ 小鹿原 賢さん ］

園
尾
さ
ん（
小
学
校
教
育
）：
今
教
え
て
い
る
学

校
に
は
外
国
籍
の
生
徒
も
多
く
通
っ
て
い
ま

す
。
彼
ら
が
困
っ
て
い
た
ら
い
つ
で
も
サ

ポ
ー
ト
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
他
方

で
あ
ま
り
特
別
扱
い
し
な
い
よ
う
心
が
け
て

い
ま
す
。
自
分
が
隊
員
だ
っ
た
時
も
そ
う
で

す
が
、
お
客
さ
ん
扱
い
で
は
な
く
同
じ
地
域

で
暮
ら
す
仲
間
と
し
て
接
し
て
も
ら
う
こ
と

が
、
受
け
入
れ
て
も
ら
え
た
こ
と
に
つ
な
が

る
と
思
い
ま
す
。
長
期
的
な
視
点
で
彼
ら
の

手
助
け
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

深
澤
さ
ん
（
看
護
師
）：
外
国
で
病
院
を
受
診

す
る
ハ
ー
ド
ル
の
高
さ
を
実
感
し
た
の
で
、

今
い
る
病
院
で
も
外
国
人
の
患
者
さ
ん
を
見

か
け
た
ら
、
医
師
や
看
護
師
の
言
葉
を
理
解

で
き
て
い
る
か
確
認
し
た
り
、
不
安
が
あ
れ

ば
気
兼
ね
な
く
相
談
に
来
て
も
ら
え
る
よ
う

声
を
か
け
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
看
護
学
生
に
協
力
隊
に
つ
い
て
の
話

を
す
る
な
ど
、
ケ
ニ
ア
で
の
経
験
を
周
囲
に

伝
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

村
上
さ
ん
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
発
）：
地
域
の
人

た
ち
と
協
力
し
な
が
ら
、
ア
イ
デ
ア
を
た
く

さ
ん
持
ち
寄
っ
て
人
々
の
生
活
改
善
に
つ
な

が
る
活
動
が
で
き
た
こ
と
は
人
生
に
お
い
て

大
き
な
自
信
に
な
っ
て
い
ま
す
。
以
前
日
本

で
働
い
て
い
た
時
は
自
分
に
自
信
が
な
く
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
協
力
隊
の
経
験

後
は
自
己
肯
定
感
が
高
く
な
り
、
心
が
強
く

な
っ
た
気
が
し
ま
す
。
今
後
も
、
こ
の
経
験

を
生
か
し
な
が
ら
、
現
場
に
近
い
立
場
で
関

わ
れ
る
国
際
協
力
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。

神
崎
さ
ん（
学
校
保
健
）：
今
は
役
場
で
保
健
師

の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
が
、
「
自
分
が
や
ら

な
き
ゃ
」
と
い
う
気
負
い
が
な
く
な
り
、
周

囲
に
頼
っ
て
も
い
い
ん
だ
と
柔
軟
に
考
え
ら

編
集
室
：

協
力
隊
経
験
が
、
現
在
の
仕
事
や
生
活
に

ど
の
よ
う
に
生
か
さ
れ
て
い
る
か
、
ま
た
は
ど
の
よ
う
に

生
か
し
て
い
き
た
い
か
を
お
話
し
く
だ
さ
い
。 

自
分
の
存
在
意
義
に
つ
い
て
悩
ん
だ
り
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
異
文
化
理
解
に
努

め
、
同
僚
と
体
育
の
授
業
の
内
容
を
話
し
合
っ

た
り
、
運
動
の
大
切
さ
を
伝
え
た
り
、
積
極
的

に
話
し
か
け
る
よ
う
に
し
て
い
ま
し
た
。

神
崎
さ
ん（
学
校
保
健
）：
私
の
場
合
は
、
イ
ス

ラ
ム
圏
の
考
え
方
を
知
っ
た
こ
と
は
大
き
な

異
文
化
理
解
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
ス
ー
ダ
ン
で
は
、
休
日
は
よ
く
女
性
の
同

僚
の
家
へ
招
か
れ
、
朝
か
ら
夜
ま
で
一
日
中
、

女
性
だ
け
で
一
緒
に
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

皆
で
ご
飯
を
作
っ
て
食
べ
た
り
、
昼
寝
を
し

た
り
す
る
だ
け
な
の
で
、
初
め
は
自
分
の
時

間
が
な
い
こ
と
が
苦
痛
で
し
た
が
、
だ
ん
だ

ん
と
慣
れ
て
い
っ
て
居
心
地
が
良
く
な
り
ま

し
た
。
日
本
の
よ
う
に
映
画
館
や
遊
園
地
な

ど
娯
楽
が
な
く
て
も
、
友
人
と
の
深
い
関
わ

り
の
中
で
過
ご
す
時
間
の
使
い
方
を
学
び
ま

し
た
。

　
ま
た
、
一
夫
多
妻
の
国
で
は
女
性
の
言
動

が
制
限
さ
れ
て
ふ
び
ん
だ
、
と
勝
手
に
思
っ

て
い
ま
し
た
が
、
女
性
た
ち
の
意
見
を
聞
く

と
、
「
夫
が
守
っ
て
く
れ
て
い
る
」
と
感
じ

て
い
る
こ
と
も
多
く
、
必
ず
し
も
我
慢
を
強

い
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
と
理
解
し
、
宗

教
や
文
化
の
違
い
を
「
面
白
い
」
と
感
じ
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

園
尾
さ
ん（
小
学
校
教
育
）：
私
は
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
し
か
選
択
肢
が
な
か
っ
た
の
で
、
活
動
先

で
は
な
く
生
活
で
の
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
り
ま

し
た
。

　
ち
ょ
っ
と
し
た
手
伝
い
を
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

先
の
親
が
子
ど
も
経
由
で
私
に
伝
え
て
く
る

の
で
、
召
し
使
い
と
し
て
呼
ば
れ
た
の
で

は
!?
と
思
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す

ね
（
笑
）
。

　
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
か
ら
は
「
協
力
隊
と

し
て
村
全
体
を
盛
り
上
げ
て
ほ
し
い
」
と
言

わ
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
く
、
家
や
地
域
の

手
伝
い
に
駆
り
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
現
地

の
人
と
深
く
関
わ
れ
る
生
活
は
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
が
、
村
に
い
る
時
は
あ
ま
り
自
分
の

時
間
が
な
く
て
。

　
パ
ラ
オ
は
小
さ
な
国
で
す
が
、
公
共
交
通

機
関
が
な
く
、
自
力
で
都
会
に
出
る
の
は
難

し
い
の
で
、
気
分
転
換
に
何
時
間
も
島
内
を

歩
く
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
車
移
動
で
は
気

づ
か
な
か
っ
た
景
色
を
楽
し
ん
だ
り
、
休
日

に
他
の
隊
員
と
待
ち
合
わ
せ
て
話
し
な
が
ら

一
緒
に
歩
い
た
り
。
気
持
ち
が
晴
れ
て
、
活

動
の
新
し
い
ア
イ
デ
ア
が
生
ま
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。
ス
ト
レ
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
力

が
鍛
え
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。

▶計画力

▶主体性

▶実行力

▶異文化理解・活用力

▶柔軟性

小鹿原さんが身についた力

深澤さん（看護師）
他の隊員の活動は参考になるのですが、ＳＮＳを通し
て見ると、良いことばかりが目につき、逆に焦りや孤
立感を感じてしまうことがあるので、見ないようにして
いました。今はオンライン通話が容易にできるので、
話したい人と１対１で直接話すようにしています。

最後に、現在活動中の隊員へ
アドバイスやエールをお願いします！

村上さん（コミュニティ開発）
現地の人や文化とじっくり向き合いながら、人々 により
近い立場で活動できることが協力隊です。自分の活動
がうまくいかない時などに他の人と比べてしまうことが
あるかもしれませんが、それぞれ状況は違うので、そ
の時自分ができることを精いっぱいやることが大切だ
と思います。

園尾さん（小学校教育）
任期を満了して振り返ってみると、「いろいろあったけ
どうまくいった」と思う場合もありますが、派遣中は、
日 う々まくいかないと感じることのほうが多いと思いま
す。へこたれずに考えて、なにかしらやり続けることが
大事だと思います。周囲の人の力も借りてみてください。

山崎さん（体育）
旅行ではなく仕事（活動）として開発途上国に行き、日本
にない環境に身を置いたり、さまざまな人と出会える協力
隊経験は貴重なので、何事も失敗を恐れずに動くことが
大事だと思います。私はコロナ禍の制限があってあまり行
けませんでしたが、現役の隊員の方 に々は、派遣国内の
いろいろな地域に出かけてみることをお薦めします！

神崎さん（学校保健）
インターネットがつながらず、誰かと話すことでストレ
ス解消もできない……という時には外に出て、出会う
人みんなの名前を聞いてみたりして、今後人に会った
時にネタになるようなことを探してみるといいです。「こ
の名前の人が多いんだ」と驚いたり、地域の人間関係
がわかったりと、新たな発見があるかもしれません。

小鹿原さん（剣道）
協力隊経験を通じ、現地で経験してみなければわか
らなかったことが、この先もたくさん出てくると思いま
す。帰国後は隊員活動を自己満足で終わらせず、日本
でその経験を発信していくことも大切だと思います。

6人の経験に見る
協力隊で身につく         の力

特集：座談会

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ス
ー
ダ
ン
や
エ

ジ
プ
ト
で
は
時
間
が
ゆ
っ
く
り
流
れ
て
い
て
、

世
間
話
を
し
な
が
ら
日
々
、
互
い
を
思
い
や

る
気
持
ち
を
実
感
で
き
ま
し
た
。



知っていますか？　
派遣地域の歴史とこれから
〈モンゴル〉

モンゴルの基礎知識
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大相撲力士の出身地として、また、壮大な草原やゴビ砂漠など豊かな自然で
知られるモンゴル。協力隊派遣国では最も北にあり、派遣は30年を超えている。

■  モンゴル国
面　 積：156万4,100平方キロメートル（日本の約4倍）

人　 口： 約345万人（2022年、モンゴル国家統計局）

首　 都： ウランバートル
民　 族： モンゴル人（全体の95％）およびカザフ人など
言　 語： モンゴル語（国家公用語）、カザフ語
宗　 教： チベット仏教など（社会主義時代は衰退して

いたが1990年前半の民主化以降に復活。1992
年2月の新憲法は信教の自由を保障）

※2023年8月15日現在
出典：外務省ホームページ　
https://www.mofa.go.jp/mofaj/area/mongolia/data.html

■  派遣実績
派遣取極締結日 ：1991年3月26日
派遣取極締結地 ：東京
派遣開始 ：1992年4月
派遣隊員累計 ：748人
※2023年8月31日現在
出典：国際協力機構（JICA）

Text＝工藤美和　写真提供＝ご協力いただいた各位

PROFILE
JICAモンゴル事務所次長。大学時代に
モンゴル語を専攻し、1998年から約2年
間モンゴルに留学。2001年にJICA入団
後、JICA東京を経て、ロシア語を学ぶた
めサンクトペテルブルグに留学する。
JICAキルギス共和国事務所、産業開発・
公共政策部、JICA関西、管理部などを経
て、19年4月から現職。

お話を伺ったのは

吉
よし

村
むら

徳
とく

二
じ

さん

民
主
化
・
市
場
経
済
化
か
ら
30
余
年

日
本
語
学
習
者
の
多
い
親
日
国

モ
ン
ゴ
ル
へ
の
協
力
隊
派
遣
は
、民
主
化
・
市
場
経
済
化
直
後
の
１
９
９
２
年
に
始
ま
っ
た
。

モ
ン
ゴ
ル
で
の
隊
員
活
動
の
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら
と
は
。
モ
ン
ゴ
ル
留
学
経
験
も
あ
る

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
モ
ン
ゴ
ル
事
務
所
次
長
の
吉
村
徳
二
さ
ん
に
話
を
聞
い
た
。

シ
ミ
ア
セ
ー
タ
ー
な
ど
の
物
資
や
義
援
金
が

届
け
ら
れ
た
。
96
年
か
ら
17
名
の
シ
ニ
ア
海

外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
当
時
）
が
貢
献
し
た
ウ

ラ
ン
バ
ー
ト
ル
の
第
４
火
力
発
電
所
で
は
、

東
日
本
大
震
災
に
際
し
て
、
全
従
業
員
が
自

ら
の
給
与
１
日
分
を
義
援
金
と
し
て
寄
付
し

た
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
あ
る
。

　
協
力
隊
の
初
派
遣
は
、
憲
法
が
発
布
さ
れ

た
92
年
。
２
名
の
日
本
語
教
師
隊
員
か
ら
始

ま
っ
た
。
教
育
分
野
の
隊
員
が
多
い
こ
と
が

特
色
で
、
経
済
や
社
会
の
改
革
と
共
に
中
間

技
術
者
の
人
材
育
成
が
急
務
と
な
り
、
建

築
、
電
気
機
器
、
婦
人
子
供
服
な
ど
技
術
者

養
成
機
関
へ
の
派
遣
や
、
就
学
前
・
初
・

中
・
高
等
教
育
、
体
育
、
ス
ポ
ー
ツ
、
日
本

語
の
職
種
が
多
い
。
ま
た
、
看
護
や
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
保
健
医
療
分
野
で

も
、
医
療
従
事
者
の
知
識
と
技
術
の
拡
充
に

貢
献
。
こ
れ
ま
で
累
計
７
０
０
人
以
上
が
派

遣
さ
れ
て
い
る
。

　
日
本
の
約
４
倍
の
国
土
に
３
４
０
万
人
ほ

ど
の
国
民
が
暮
ら
す
モ
ン
ゴ
ル
だ
が
、
そ
の

半
分
近
く
が
首
都
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
に
集
中

　
モ
ン
ゴ
ル
は
ロ
シ
ア
と
中
国
の
二
つ
の
大

国
に
隣
接
す
る
内
陸
国
で
あ
る
。
１
９
２
４

年
に
世
界
で
２
番
目
の
社
会
主
義
国
と
な
っ

て
以
来
、
親
ソ
連
政
策
を
取
っ
て
き
た
。
し

か
し
、
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
の
影
響
を
受
け
て

政
治
や
経
済
の
改
革
が
進
み
、
90
年
に
民
主

化
・
市
場
経
済
化
へ
か
じ
を
切
っ
た
。

「
モ
ン
ゴ
ル
は
大
の
親
日
国
で
す
。
民
主
化

直
後
の
経
済
・
社
会
的
混
乱
期
に
、
日
本
が

世
界
銀
行
と
共
に
支
援
国
会
合
の
開
催
を
呼

び
か
け
る
な
ど
、
国
際
社
会
で
最
初
に
手
を

差
し
伸
べ
て
く
れ
た
こ
と
を
モ
ン
ゴ
ル
の

人
々
は
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。
以
来
、
日
本

は
二
国
間
援
助
で
最
大
の
支
援
国
の
一
つ
で

す
。
人
口
当
た
り
の
日
本
語
学
習
者
数
は
世

界
で
最
も
多
く
、
日
本
で
の
留
学
や
就
労
か

ら
帰
国
し
た
モ
ン
ゴ
ル
人
も
い
て
、
日
本
語

を
話
せ
る
人
が
多
い
の
で
す
」
と
吉
村
徳
二

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
モ
ン
ゴ
ル
事
務
所
次
長
は
話
す
。

　
支
援
は
日
本
か
ら
の
一
方
的
な
も
の
で
は

な
い
。
日
本
が
阪
神
・
淡
路
大
震
災
や
新
潟

県
中
越
地
震
、
東
日
本
大
震
災
に
見
舞
わ
れ

た
時
は
、
モ
ン
ゴ
ル
か
ら
毛
布
や
手
袋
、
カ

し
て
い
る
。
首
都
と
の
格
差
緩
和
の
た
め
の

地
方
の
開
発
や
人
材
育
成
が
課
題
で
、
コ
ロ

ナ
前
、
隊
員
派
遣
は
地
方
が
大
半
を
占
め
て

い
た
。
現
在
、
派
遣
は
首
都
か
ら
再
開
し
て

い
る
が
、
今
後
は
地
方
へ
の
派
遣
を
増
や
す

方
向
で
も
あ
る
。

「
教
育
、
保
健
医
療
、
障
害
者
支
援
に
加
え

て
、
中
小
企
業
や
観
光
産
業
の
振
興
と
い
っ

た
民
間
セ
ク
タ
ー
分
野
、
都
市
の
廃
棄
物
問

題
に
対
応
す
る
環
境
教
育
な
ど
で
隊
員
に
活

躍
し
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　
学
生
時
代
の
モ
ン
ゴ
ル
留
学
か
ら
約
20
年

ぶ
り
に
赴
任
し
た
吉
村
さ
ん
。
の
ど
か
だ
っ

た
首
都
の
変
貌
ぶ
り
に
驚
い
た
と
い
う
。

「
交
通
渋
滞
や
大
気
汚
染
、
貧
富
の
差
の
拡

大
な
ど
の
都
市
問
題
が
深
刻
で
す
が
、
モ
ン

ゴ
ル
人
の
人
懐
っ
こ
さ
や
裏
表
な
く
話
す
と

こ
ろ
、
人
を
助
け
る
優
し
さ
、
家
族
愛
と
祖

国
愛
の
強
さ
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
隊
員
の
皆

さ
ん
に
は
モ
ン
ゴ
ル
を
第
二
の
故
郷
と
呼
べ

る
ぐ
ら
い
好
き
に
な
っ
て
ほ
し
い
。
活
動
が

楽
し
く
な
る
し
、
き
っ
と
そ
の
後
の
人
生
も

豊
か
に
な
り
ま
す
よ
ね
」

モンゴル

カザフスタン

中華人民共和国

ロシア

ウランバートル

近年著しい発展を続け
るウランバートルの中心
部。革命の英雄、ダムディ
ン・スフバートルにちな
んだスフバートル広場や
政府宮殿がある（中川絵
梨子さん提供）
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障
害
児
教
育
の
礎
を

同
志
と
共
に
切
り
開
く

　
70
年
近
く
続
い
た
社
会
主
義
時
代
、
モ
ン

ゴ
ル
で
障
害
者
福
祉
は
あ
ま
り
考
慮
さ
れ
て

こ
な
か
っ
た
。「
障
害
児
通
所
施
設
を
共
に

立
ち
上
げ
て
く
れ
る
隊
員
を
派
遣
し
て
ほ
し

い
」
と
の
要
請
に
対
応
し
、
同
国
で
の
障
害

児
・
者
支
援
分
野
の
第
１
号
隊
員
と
な
っ
た

の
が
武
井
真
由
美
さ
ん
だ
。
障
害
児
通
所
保

育
や
肢
体
不
自
由
児
入
所
施
設
で
の
経
験
を

生
か
し
て
、
２
０
０
１
年
に
派
遣
さ
れ
た
。

　
配
属
先
は
首
都
の
治
療
保
育
園
第
10
セ
ン

タ
ー
で
、
園
の
一
角
に
園
長
が
善
意
で
設
け

た
肢
体
不
自
由
児
を
預
か
る
教
室
で
活
動
し

た
。
当
時
モ
ン
ゴ
ル
に
は
特
別
支
援
学
級
と

い
っ
た
概
念
自
体
が
な
く
、
視
覚
・
聴
覚
障

害
以
外
の
身
体
障
害
の
あ
る
子
ど
も
は
学
校

に
も
通
え
て
お
ら
ず
、
配
属
先
に
は
２
歳
か

ら
15
歳
ぐ
ら
い
ま
で
の
子
ど
も
が
い
た
。

「
当
時
の
教
員
免
許
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
は

特
別
支
援
教
育
と
い
う
科
目
も
な
か
っ
た
の

で
無
理
も
な
い
こ
と
で
す
が
、
単
に
子
ど
も

を
預
か
っ
て
面
倒
を
見
る
だ
け
で
、
各
自
の

発
達
を
考
慮
し
て
年
齢
に
応
じ
た
体
験
を
さ

せ
る
こ
と
や
、
社
会
に
出
る
こ
と
を
見
据
え

た
指
導
も
な
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
」

　
生
活
経
験
の
乏
し
い
子
ど
も
た
ち
を
前
に

武
井
さ
ん
は
ま
ず
、
習
慣
の
あ
る
生
活
を
身

に
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
取
り
組
ん
だ
。
年
齢

や
障
害
の
程
度
で
グ
ル
ー
プ
を
分
け
、
時
間

割
を
設
定
。
モ
ン
ゴ
ル
語
に
よ
る
国
語
や
算

数
は
同
僚
に
任
せ
、
武
井
さ
ん
は
調
理
や
工

作
の
授
業
を
設
け
て
子
ど
も
た
ち
が
身
体
を

動
か
す
時
間
を
担
当
し
た
。
一
緒
に
ス
キ
ン

シ
ッ
プ
し
な
が
ら
食
べ
物
や
絵
の
具
を
触
っ

て
楽
し
く
教
え
る
武
井
さ
ん
に
、
子
ど
も
た

ち
は
あ
っ
と
い
う
間
に
心
を
開
い
た
。

　
大
人
や
教
師
は
威
厳
あ
る
態
度
を
取
る
べ

き
と
さ
れ
て
い
た
中
、「
子
ど
も
み
た
い
に

な
っ
て
遊
ぶ
な
ん
て
変
な
人
、
と
同
僚
か
ら

思
わ
れ
て
い
た
」
と
い
う
武
井
さ
ん
だ
っ
た

が
、
当
時
25
歳
と
同
い
年
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ

ー
ト
（
以
下
、
Ｃ
Ｐ
）
の
エ
ン
フ
ム
ン
フ
先

生
は
「
子
ど
も
中
心
」
に
活
動
す
る
武
井
さ

ん
と
意
気
投
合
。
共
に
活
動
し
な
が
ら
同
僚

た
ち
へ
武
井
さ
ん
の
意
図
を
伝
え
て
く
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
当
初
、
モ
ン
ゴ
ル
語
に
苦

労
し
て
い
た
武
井
さ
ん
は
、
子
ど
も
へ
の
対

応
に
つ
い
て
現
場
で
う
ま
く
説
明
で
き
な
い

時
が
多
く
、
帰
宅
後
に
辞
書
を
引
い
て
言
葉

を
調
べ
て
自
分
の
考
え
を
手
紙
に
し
て
エ
ン

者
年
金
、
介
護
ヘ
ル
パ
ー
な
ど
の
支
援
は
整

備
が
進
ん
で
い
な
い
が
、
教
え
子
の
よ
う
な

社
会
生
活
が
可
能
な
の
は
、
人
々
が
お
お
ら

か
で
、
家
族
や
親
し
い
人
同
士
で
助
け
合
う

文
化
が
あ
る
か
ら
だ
と
武
井
さ
ん
は
見
る
。

「
障
害
者
や
高
齢
者
に
助
け
が
必
要
な
ら
ば

手
助
け
す
る
の
は
当
た
り
前
の
こ
と
で
、
段

差
が
あ
れ
ば
誰
か
が
抱
え
ま
す
し
、
排は

い
せ
つ泄

の

介
助
も
い
と
い
ま
せ
ん
。
差
別
も
過
剰
な
心

配
も
せ
ず
、
誰
も
が
普
通
に
生
活
で
き
る
と

こ
ろ
が
素
晴
ら
し
い
。
支
援
制
度
が
進
ん
だ

日
本
が
い
い
の
か
、
モ
ン
ゴ
ル
の
社
会
が
い

い
の
か
は
考
え
さ
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
す
」

　
現
在
も
家
族
ぐ
る
み
の
交
流
を
続
け
、
日

常
的
に
連
絡
を
取
っ
て
い
る
武
井
さ
ん
と
エ

ン
フ
ム
ン
フ
先
生
。
機
を
同
じ
く
し
て
通
信

制
大
学
で
社
会
福
祉
に
つ
い
て
の
学
び
直
し

を
始
め
た
。
特
に
相
談
し
た
わ
け
で
は
な
い
。

「
多
く
を
話
さ
ず
と
も
、
そ
う
い
う
人
だ
と

互
い
に
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
二
つ
の
国
の
障

害
者
福
祉
に
つ
い
て
学
び
合
う
つ
な
が
り
が

ず
っ
と
続
い
て
い
く
で
し
ょ
う
」

新
時
代
を
迎
え
た
リ
ハ
ビ
リ
の
現
場
で

作
業
療
法
の
技
術
を
伝
え
る

　
モ
ン
ゴ
ル
で
は
医
療
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
の
歴
史
も
浅
い
。
理
学
療
法
や
作
業
療
法

な
ど
、
専
門
家
の
サ
ポ
ー
ト
の
下
で
患
者
自

身
が
訓
練
を
行
い
、
生
活
や
自
立
に
必
要
な

動
作
を
回
復
す
る
リ
ハ
ビ
リ
の
概
念
が
注
目

さ
れ
始
め
た
の
は
２
０
０
０
年
頃
。
そ
の
後
、

群
馬
大
学
な
ど
の
協
力
で
現
地
の
大
学
に
理

学
療
法
学
科
が
つ
く
ら
れ
て
最
初
の
理
学
療

法
士
が
誕
生
し
た
の
が
11
年
だ
。

　
作
業
療
法
士
の
育
成
開
始
も
同
時
期
で
、

大
槻
美
佳
さ
ん
が
派
遣
さ
れ
た
16
年
当
時
、

現
地
大
学
で
の
養
成
が
始
ま
っ
て
ま
だ
３
年

目
。
配
属
先
の
シ
ャ
ス
テ
ィ
ン
国
立
第
３
中

央
病
院
の
リ
ハ
ビ
リ
科
に
専
門
の
作
業
療
法

士
は
お
ら
ず
、
作
業
療
法
の
研
修
を
受
け
た

看
護
師
２
人
が
同
僚
で
あ
り
、
Ｃ
Ｐ
だ
っ
た
。

　
こ
の
病
院
は
脳
外
科
と
心
臓
外
科
の
高
度

な
医
療
提
供
に
特
化
し
、
モ
ン
ゴ
ル
全
土
か

ら
の
患
者
を
受
け
入
れ
て
い
た
が
、
健
康
保

険
の
制
度
上
、
入
院
期
間
は
10
日
と
短
く
、

そ
の
間
に
リ
ハ
ビ
リ
も
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
。
リ
ハ
ビ
リ
に
携
わ
る
医
師
の
知

識
も
深
い
と
は
い
え
ず
、
診
断
や
処
方
が
疾

患
に
対
し
て
画
一
的
に
な
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
大
き
な
課
題
だ
っ
た
。

知っていますか？　
派遣地域の歴史とこれから
〈モンゴル〉

知っていますか？　
派遣地域の歴史とこれから
〈モンゴル〉

変
わ
り
ゆ
く

モ
ン
ゴ
ル
社
会
の
課
題

と
変
わ
ら
ぬ
人
々
の
心

大
き
く
変
わ
る
モ
ン
ゴ
ル
社
会
で
現

場
の
課
題
に
向
き
合
う
隊
員
た
ち
。

活
動
を
通
じ
て
モ
ン
ゴ
ル
の
人
々
の

変
わ
ら
ぬ
心
の
あ
り
よ
う
も
感
じ
て

い
る
。 

フ
ム
ン
フ
先
生
に
渡
し
た
。
先
生
も
返
事
を

書
き
、
交
換
日
記
の
よ
う
に
続
け
た
こ
と
で

モ
ン
ゴ
ル
語
を
マ
ス
タ
ー
で
き
た
と
い
う
。

そ
し
て
仕
事
が
終
わ
る
と
、「
障
害
の
あ
る

子
た
ち
の
環
境
を
変
え
よ
う
」
と
夜
遅
く
ま

で
熱
く
語
り
合
う
ま
で
に
な
っ
た
。

　
二
人
の
活
動
の
成
果
の
一
つ
が
、「
天
か

ら
の
遣
い
」
と
い
う
題
名
の
冊
子
だ
。
子
ど

も
の
障
害
の
種
類
や
接
し
方
、
社
会
福
祉
の

考
え
方
な
ど
に
つ
い
て
モ
ン
ゴ
ル
の
障
害
児

の
親
や
教
育
関
係
者
に
広
く
知
っ
て
も
ら
お

う
と
作
っ
た
も
の
で
、
教
育
委
員
会
な
ど
か

ら
依
頼
さ
れ
た
セ
ミ
ナ
ー
で
配
布
し
た
。

　
ま
た
、
配
属
先
で
は
当
時
の
モ
ン
ゴ
ル
に

は
な
か
っ
た
運
動
会
も
実
施
。
子
ど
も
の
状

態
に
合
わ
せ
て
作
っ
た
自
助
具
を
使
っ
た
綱

引
き
や
、
保
護
者
・
先
生
が
参
加
す
る
ア
メ

食
い
競
争
な
ど
、
皆
が
楽
し
む
運
動
会
に
子

ど
も
た
ち
は
大
喜
び
だ
っ
た
。
現
在
、
他
園

の
園
長
に
な
っ
た
エ
ン
フ
ム
ン
フ
先
生
は
市

内
の
複
数
の
保
育
園
と
連
携
し
て
運
動
会
を

続
け
て
い
る
。

　
そ
の
ほ
か
、
子
ど
も
に
い
ろ
ん
な
体
験
を

し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
た
武
井
さ
ん
は
、

「
先
生
の
家
に
泊
ま
り
た
い
」
と
い
う
声
に

応
え
て
、
重
度
の
障
害
を
持
つ
教
え
子
た
ち

の
お
泊
ま
り
を
受
け
入
れ
た
り
と
、
で
き
る

限
り
の
こ
と
を
試
み
た
。
成
人
し
た
教
え
子

た
ち
の
中
に
は
、
障
害
者
同
士
で
結
婚
し
て

子
育
て
を
し
て
い
る
人
も
い
て
、
モ
ン
ゴ
ル

の
障
害
者
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
し
て
紹
介
さ

れ
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

　
モ
ン
ゴ
ル
で
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
や
障
害

武井さんが行った調理の授業。体験学習の一環として、子どもたちに粉をこねてもらった地方で開催したセミナーで、大槻さん（右上）をモデルにして作業療法の説明をするカウンターパート（左）

PROFILE
短大保育科で保育士と幼稚園教諭2種免許を取得。障害児
通所施設などで5年勤務後、協力隊に参加。2005年にはシニ
ア隊員としてモンゴルに派遣され、学校建設プロジェクトに
携わる。08年から約1年、JICA草の根技術協力事業の現地
調整員。帰国後は介護福祉士や相談支援専門員の資格を取
得し、社会福祉法人などに勤務。現在は、児童養護施設で働
きながら通信制大学で社会福祉について学んでいる。

武
た け

井
い

真
ま

由
ゆ

美
み

 （旧姓・浦）さん
養護／2001年度1次隊、シニア隊員／
プログラムオフィサー／2005年度0次隊・大阪府出身

PROFILE
高校卒業後、アメリカの大学で心理学を学び、在学中に作業療
法士の仕事を知る。帰国後、専門学校で作業療法について学
び資格を取得。日本国内の総合病院のリハビリテーション科に
6年間勤務した後、退職して協力隊に参加。帰国後は高齢家族
のケアの傍ら、作業療法士として認知症対応型グループホーム
を巡回しリハビリなどに従事。日本作業療法士協会、ふくしま青
年海外協力隊の会でも活動する。

大
お お

槻
つ き

美
み

佳
か

さん
作業療法士／2016年度1次隊・福島県出身

活動の舞台裏

モンゴルの冬の楽しみ
　例年9月には雪が降り始め、厳寒期には気温がマイ
ナス40℃に達することもあるモンゴルの冬。セントラ
ルヒーティングが入った建物ならば、部屋の中は常に
温度が保たれて暖かい。つい屋内にこもりがちになり
そうだが、普段は体験できないことを楽しむ機会でも
ある。
「外で濡れたシャツを振り回して凍らせたり、凍ったバ
ナナで釘を打ってみたり、沸騰したお湯をまいてダイヤ
モンドダストを発生させたりといった実験をやってみ
る隊員もいました」とロシア国境に近い北部のセレン
ゲ県にいた冠城忠孝さんは振り返る。

「空気が乾燥しているため日本と比べてカラッとした
寒さで、それほどつらくは感じません。家畜が冬に向け
て脂肪を蓄えるので、人々もその肉などを使った食事
で身体を〝冬仕様〟にして寒さに備えるようです」とい
う武井真由美さん。元来アウトドア派の武井さんは「マ
イナス10～20℃程度で空が晴れていたら『今日は暖か
いね』なんて言いながら、現地の人と川や湖に行って
氷に穴を開けて釣りをしたり、ソリ滑りをしたりしてい
ました」。モンゴルの人々に倣って、冬の楽しみ方も見
つけてみたいものだ。

冬の魚釣り。凍っ
た川に穴を開け
て行う
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ま
た
、
市
内
に
Ｐ
Ｃ
を
扱
う
店
が
少
な
く

Ｐ
Ｃ
を
修
理
で
き
る
人
も
い
な
か
っ
た
た
め
、

赴
任
か
ら
し
ば
ら
く
す
る
と
他
の
施
設
や
一

般
の
人
か
ら
も
Ｐ
Ｃ
の
修
理
依
頼
が
来
る
ほ

ど
に
な
っ
た
。
冠
城
さ
ん
は
い
つ
で
も
対
応

で
き
る
よ
う
、
公
私
を
問
わ
ず
修
理
セ
ッ
ト

を
持
ち
歩
い
て
い
た
と
い
う
。

　
そ
ん
な
中
で
冠
城
さ
ん
が
驚
い
た
の
が
、

Ｐ
Ｃ
や
普
及
し
始
め
た
ば
か
り
の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
に
対
す
る
生
徒
た
ち
の
熱
心
さ
だ
。

当
時
、
モ
ン
ゴ
ル
で
主
流
だ
っ
た
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ

ｏ
ｗ
ｓ
の
表
示
言
語
は
英
語
が
ほ
と
ん
ど
。

旧
ソ
連
圏
の
モ
ン
ゴ
ル
で
は
当
時
も
学
校
教

育
で
学
ぶ
第
１
外
国
語
が
ロ
シ
ア
語
で
、
生

徒
は
英
語
の
Ｐ
Ｃ
用
語
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
。

「
海
外
か
ら
の
輸
入
品
が
多
く
、
新
し
い
も

の
に
は
抵
抗
が
な
い
モ
ン
ゴ
ル
人
で
す
が
、

読
め
な
い
言
葉
で
表
示
さ
れ
て
い
る
も
の
は

難
し
い
は
ず
。
で
も
、
生
徒
た
ち
は
操
作
に

熱
中
し
て
い
る
。
私
自
身
は
Ｐ
Ｃ
関
連
の
知

識
を
独
学
し
ま
し
た
が
日
本
語
や
英
語
表
示

な
の
で
理
解
し
や
す
か
っ
た
。
学
生
た
ち
は

は
る
か
に
大
変
な
こ
と
を
し
て
い
る
わ
け
で
、

よ
ほ
ど
好
き
な
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
」

　
冠
城
さ
ん
は
、「
将
来
、
生
徒
の
雇
用
に

も
つ
な
が
れ
ば
」
と
試
験
的
に
Ｐ
Ｃ
を
分

解
・
修
理
す
る
授
業
を
行
っ
た
。
壊
れ
た
Ｐ

Ｃ
の
中
か
ら
使
え
る
部
品
を
組
み
合
わ
せ
て

使
う
こ
と
な
ど
を
教
え
る
と
、
物
を
修
理
し

て
使
う
こ
と
が
好
き
な
モ
ン
ゴ
ル
の
生
徒
た

ち
は
興
味
津
々
だ
っ
た
。
こ
の
授
業
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
化
ま
で
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
生

徒
た
ち
は
基
本
的
な
ソ
フ
ト
を
使
え
る
よ
う

に
な
り
、
学
校
の
教
師
の
半
数
は
ウ
イ
ル
ス

　
患
者
一
人
ひ
と
り
の
身
体
に
向
き
合
い
、

患
者
と
会
話
を
し
た
り
身
体
に
触
れ
た
り
し

て
状
態
を
確
認
し
な
が
ら
治
療
で
き
る
よ
う
、

大
槻
さ
ん
は
マ
ン
パ
ワ
ー
と
し
て
患
者
の
リ

ハ
ビ
リ
に
取
り
組
む
一
方
で
、
リ
ハ
ビ
リ
の

質
の
向
上
に
向
け
た
活
動
を
行
っ
た
。

　
同
時
期
に
派
遣
さ
れ
て
い
た
理
学
療
法
士

隊
員
と
共
に
、
患
者
の
身
体
評
価
方
法
や
画

像
の
見
方
、
治
療
法
、
難
病
の
知
識
や
患
者

へ
の
関
わ
り
方
ま
で
、
リ
ハ
ビ
リ
科
全
体
を

対
象
に
し
た
勉
強
会
な
ど
を
開
催
し
た
。

　
た
だ
、
１
日
に
患
者
約
20
人
を
任
さ
れ
て

い
た
と
い
う
大
槻
さ
ん
。
同
僚
も
同
じ
く
多

忙
で
、
現
場
で
実
技
を
指
導
す
る
機
会
が
少

な
い
こ
と
に
悩
ん
だ
。
そ
ん
な
時
に
開
催
さ

れ
た
の
が
、
モ
ン
ゴ
ル
の
医
療
・
保
健
系
隊

員
の
分
科
会
「
ソ
ロ
ン
ゴ
（
モ
ン
ゴ
ル
語
で

虹
の
意
）
の
会
」
が
主
催
し
た
、
地
方
の
医

療
関
係
者
に
向
け
た
セ
ミ
ナ
ー
だ
っ
た
。
大

槻
さ
ん
は
Ｃ
Ｐ
に
作
業
療
法
に
つ
い
て
の
講

師
役
を
依
頼
し
、
一
緒
に
資
料
を
作
っ
て
セ

ミ
ナ
ー
に
臨
ん
だ
。
「
患
者
の
身
体
機
能
を

評
価
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
合
っ
た
治
療
を
行

う
こ
と
が
大
切
だ
、
と
教
え
た
こ
と
を
Ｃ
Ｐ

が
堂
々
と
話
し
て
い
て
、
大
事
な
こ
と
は
伝

わ
っ
て
い
た
ん
だ
な
と
安
心
し
ま
し
た
」
。

　
他
方
、
日
本
の
病
院
で
は
急
性
期
の
患
者

対
応
を
中
心
に
し
て
い
た
大
槻
さ
ん
は
、
退

院
後
の
生
活
を
知
る
機
会
が
少
な
か
っ
た
が
、

モ
ン
ゴ
ル
で
は
難
病
患
者
が
身
体
の
機
能
を

取
り
戻
し
て
生
活
復
帰
す
る
ま
で
の
変
化
を

目
の
当
た
り
に
す
る
貴
重
な
経
験
を
し
た
。

　
例
え
ば
、
20
代
前
半
の
女
性
で
、
当
初
は

全
身
が
動
か
な
い
状
態
だ
っ
た
が
、
入
院
治

療
を
経
て
歩
け
る
よ
う
に
な
り
、
退
院
後
も

リ
ハ
ビ
リ
を
続
け
た
こ
と
で
車
の
運
転
も
で

き
る
ま
で
に
な
っ
た
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
「
妹

の
助
け
を
借
り
ず
に
自
分
で
髪
を
洗
い
た

い
」
と
い
う
彼
女
に
洗
髪
用
の
自
助
具
を
作

る
な
ど
し
て
仲
良
く
な
っ
た
大
槻
さ
ん
。
彼

女
が
運
転
す
る
車
に
乗
せ
て
も
ら
い
、
首
都

郊
外
の
草
原
に
あ
る
自
宅
へ
遊
び
に
行
っ
た
。

「
当
時
、
彼
女
は
右
肩
こ
そ
上
が
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
で
き
る
こ
と
が
ど
ん
ど
ん
増
え

て
、
活
動
の
場
を
広
げ
て
い
き
ま
し
た
。
今

も
元
気
な
様
子
を
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
発
信

し
て
い
ま
す
。
生
活
の
中
で
患
者
さ
ん
の
持

つ
可
能
性
の
高
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、

私
に
と
っ
て
大
き
な
学
び
に
な
り
ま
し
た
」

　
入
院
中
か
ら
家
族
が
つ
き
っ
き
り
で
介
護

し
、
退
院
後
も
支
え
合
う
モ
ン
ゴ
ル
社
会
の

在
り
方
は
大
槻
さ
ん
の
心
に
も
深
い
印
象
を

残
し
た
。
自
身
も
帰
国
後
、
同
居
す
る
高
齢

の
祖
母
の
ケ
ア
を
家
族
と
共
に
行
い
な
が
ら

働
い
て
き
た
。
作
業
療
法
士
と
し
て
の
仕
事

を
続
け
つ
つ
、
モ
ン
ゴ
ル
と
日
本
の
作
業
療

法
士
界
の
連
携
を
模
索
し
て
い
る
。

地
方
の
職
業
訓
練
校
の

Ｐ
Ｃ
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
奔
走

　
モ
ン
ゴ
ル
の
協
力
隊
の
特
徴
の
一
つ
が
、

職
業
訓
練
分
野
の
隊
員
が
多
い
こ
と
で
、
と

り
わ
け
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
関
連
の
要
請
は
多
い
。

地
方
都
市
で
Ｐ
Ｃ
の
導
入
が
進
み
始
め
た
頃
、

Ｉ
Ｔ
課
題
に
取
り
組
ん
だ
隊
員
の
一
人
が
Ｐ

Ｃ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
２
０
１
１
年

に
派
遣
さ
れ
た
冠
城
忠
孝
さ
ん
だ
。

　
任
地
の
セ
レ
ン
ゲ
県
ス
フ
バ
ー
ト
ル
市
は

ロ
シ
ア
と
の
国
境
近
く
に
あ
る
人
口
２
万
人

ほ
ど
の
小
さ
な
都
市
。
配
属
先
は
生
徒
数

４
０
０
名
、
教
師
数
20
名
の
職
業
訓
練
校
で
、

Ｐ
Ｃ
コ
ー
ス
の
学
生
の
み
な
ら
ず
、
他
の
専

門
コ
ー
ス
の
学
生
や
教
師
へ
の
基
本
的
な
ソ

フ
ト
ウ
エ
ア
の
使
い
方
の
指
導
と
、
校
内
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
ハ
ー
ド
ウ
エ
ア
の
ト
ラ
ブ

ル
対
応
を
要
請
さ
れ
て
い
た
。

　
も
っ
と
も
、「
活
動
の
８
割
は
校
内
の
Ｐ

Ｃ
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
費
や
し
て
い
ま
し
た
」

と
振
り
返
る
冠
城
さ
ん
。
校
内
に
あ
る
60
台

の
Ｐ
Ｃ
が
す
べ
て
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
動
作

が
不
安
定
で
、
授
業
を
行
う
以
前
の
状
態

だ
っ
た
た
め
だ
。
Ｃ
Ｐ
で
あ
る
２
人
の
同
僚

教
師
は
経
験
が
浅
く
、
ラ
イ
セ
ン
ス
や
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
な
ど
Ｉ
Ｔ
に
関
す
る
知
識
の
低

さ
も
校
内
に
ウ
イ
ル
ス
が
蔓ま

ん
え
ん延
し
た
原
因

だ
っ
た
。
さ
ら
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続

に
必
要
な
Ｌ
Ａ
Ｎ
ケ
ー
ブ
ル
は
校
舎
の
石
壁

に
穴
を
開
け
て
外
部
を
経
由
し
て
配
線
さ
れ

て
い
て
、
冬
の
マ
イ
ナ
ス
40
℃
か
ら
夏
の
プ

ラ
ス
40
℃
に
ま
で
変
動
す
る
環
境
に
さ
ら
さ

れ
る
こ
と
で
劣
化
が
激
し
か
っ
た
。

　
Ｃ
Ｐ
は
数
学
な
ど
他
教
科
と
の
兼
任
の
た

め
多
忙
で
、
冠
城
さ
ん
は
Ｌ
Ａ
Ｎ
配
線
の
や

り
直
し
工
事
を
含
め
、
Ｐ
Ｃ
の
イ
ン
フ
ラ
整

備
を
一
人
で
行
っ
て
い
っ
た
。
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ソ
フ
ト
の
使
い
方
を
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト

な
ど
に
ま
と
め
、
デ
ー
タ
と
プ
リ
ン
ト
ア
ウ

ト
し
た
紙
の
両
方
で
校
内
に
配
布
し
た
。

知っていますか？　
派遣地域の歴史とこれから
〈モンゴル〉

知っていますか？　
派遣地域の歴史とこれから
〈モンゴル〉

巡回先の小学校で模擬授業を行う中川さん。「子どもが表現したいことと、その理由を探って、
表現することを手伝ってあげようと先生たちに伝えています」

CPらと一緒にPCの分解・修理授業の準備を行う冠城さん（右端）。
「壊れたＰＣの中から使える部品を組み合わせて使うことなどを教えました」

PROFILE
学生時代からパソコンを自作するなどPCマニアで、独学で
知識・技術を学ぶ。大学卒業後、大手IT企業でシステムエン
ジニアとして７年勤務。その後、抜き型製造企業などを経て、
友人が協力隊として参加したことで興味を持ち、35歳で協力
隊に参加、初めての一人暮らしと海外生活を経験した。帰国
後は、抜き型製造企業への復職などを経て、現在、IT関連企
業に勤務。

冠
かぶら

城
ぎ

忠
ただ

孝
たか

さん
PCインストラクター／2011年度2次隊・東京都出身

対
策
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
実
は
海
外
に
出
た
の
は
協
力
隊
が
初
め
て

と
い
う
冠
城
さ
ん
。
モ
ン
ゴ
ル
語
で
Ｐ
Ｃ
技

術
を
教
え
る
た
め
に
、
派
遣
前
か
ら
単
語
を

調
べ
て
電
子
デ
ー
タ
に
取
り
ま
と
め
て
い
た
。

活
動
中
に
専
門
用
語
も
含
め
て
コ
ツ
コ
ツ
と

語
数
を
増
や
し
、
分
野
も
Ｉ
Ｔ
に
と
ど
ま
ら

ず
医
療
や
教
育
な
ど
に
も
広
げ
て
、
ジ
ャ
ン

ル
な
ど
か
ら
容
易
に
検
索
で
き
る
約

４
０
０
０
語
か
ら
成
る
単
語
集
を
作
成
し
た
。

「
隊
員
連
絡
所
に
、
先
輩
隊
員
が
残
し
た
日

常
会
話
の
フ
ラ
ン
ク
な
表
現
を
集
め
た
資
料

が
あ
り
、
そ
れ
を
使
っ
た
お
か
げ
で
モ
ン
ゴ

ル
人
と
の
距
離
が
縮
ま
り
ま
し
た
。
私
も
、

Ｐ
Ｃ
隊
員
と
し
て
で
き
る
こ
と
で
他
の
隊
員

の
役
に
立
ち
た
い
思
い
も
あ
り
、
連
絡
所
の

Ｐ
Ｃ
に
単
語
集
を
残
し
て
き
ま
し
た
」

PROFILE
大学卒業後、千葉県の中学校教諭に。教員4年目で卒業生を
送り出した際に「海外で教師をする」というかつての夢を思い
出し、現職教員特別参加制度を利用して協力隊に参加。
2019年7月からモンゴルのドンドゴビ県マンダル学校で算
数、体育、折り紙などを教え、20年3月、コロナ禍により帰国。
特別登録の間は千葉市教育委員会で勤務し、22年7月に再
派遣された。

中
なか

川
がわ

絵
え

梨
り

子
こ

さん
小学校教育／2019年度1次隊、
2022年度7次隊・千葉県出身

活動の舞台裏

発展の進むウランバートル
　社会主義からの転換を経て、近年は首都ウランバー
トルの都市化が一気に進んできた。民主的な憲法に
則った土地私有化で人々は自由に居住地を選択できる
ようになり、雪害などで家畜を失った遊牧民が親戚・
知人を頼って首都に定住するケースも増加。1998年に
約65万人だった人口は、2018年には約149万人にま
で増加した。
　コロナ禍の前後で地方と首都両方の生活を経験して
いる中川絵梨子さんは、「前任地はゴビ砂漠に近いた

め家の中が砂だらけになりやすく、停電は日常茶飯事で
断水もたまにあり、物流も不安定で野菜の入手さえ大変
でした。一方で、再赴任先となった首都にはコンビニが
あり、日本の100円ショップまで進出していて不自由なく
生活できる。別世界のようです」とその違いを話す。
　地方からの移住者の多くが暮らすのは、道路や上下
水道などが未整備のエリアに移動式住居のゲルを建
てた通称「ゲル地区」。冬は石炭ストーブの排煙などが
増え、ウランバートル全体で空が曇るほどの深刻な大
気汚染が起こる。日々の暮らしでマスクが欠かせなくな
るが、眼鏡をかけていた大槻美佳さんは特に大変だっ
た。「マスクから漏れる息でレンズが曇って凍るので、
眼鏡を外して歩かなければなりませんでした」。

ビルが建ち並び、車の交通量も多い
ウランバートル（中川絵梨子さん提供）

ウランバートルのゲル地区
（大槻美佳さん提供）
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ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
わ
か
ら
ず
に
も
が
い

て
い
る
と
い
う
状
況
な
の
で
し
ょ
う
」
。

　
現
場
で
は
教
員
の
集
中
力
が
続
か
ず
、
授

業
中
に
お
や
つ
を
食
べ
た
り
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
話
し
た
り
し
て
い
る
場
面
を
目
に

す
る
こ
と
も
あ
る
が
、「
担
任
す
る
児
童
数

の
多
さ
や
日
々
の
多
忙
さ
を
知
っ
て
い
る
の

で
、
そ
の
程
度
は
仕
方
な
い
な
と
思
っ
て
と

が
め
た
り
は
し
ま
せ
ん
。
私
が
関
わ
っ
た
先

生
方
が
今
後
出
会
い
、
影
響
を
与
え
て
い
く

で
あ
ろ
う
子
ど
も
た
ち
の
数
を
思
う
と
、
や

り
が
い
の
大
き
さ
を
感
じ
ま
す
。
も
ち
ろ
ん

教
育
方
法
に
絶
対
の
正
解
は
な
く
、
私
の
や

り
方
も
あ
く
ま
で
選
択
肢
の
一
つ
で
す
が
、

私
が
伝
え
た
こ
と
を
少
し
で
も
記
憶
に
残
し

て
く
れ
た
ら
い
い
で
す
ね
」
と
中
川
さ
ん
。

来
年
３
月
の
任
期
終
了
ま
で
奮
闘
は
続
く
。

「
子
ど
も
中
心
の
教
育
」
へ

転
換
に
も
が
く
教
師
た
ち
を
支
援

　
現
在
、
小
学
校
教
育
隊
員
と
し
て
活
動
中

の
中
川
絵
梨
子
さ
ん
は
、
２
０
２
２
年
７
月

か
ら
首
都
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
市
バ
ヤ
ン
ズ
ル

フ
区
教
育
課
に
派
遣
さ
れ
、
区
内
の
小
学
校

を
巡
回
し
て
図
画
工
作
授
業
の
質
の
向
上
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
19
年
か
ら
ド
ン
ド
ゴ
ビ

県
の
小
学
校
で
７
カ
月
ほ
ど
活
動
し
た
が
、

コ
ロ
ナ
禍
で
帰
国
と
な
り
、
異
な
る
要
請
・

異
な
る
任
地
で
の
再
派
遣
と
な
っ
た
。

　
モ
ン
ゴ
ル
の
教
育
政
策
で
は
長
く
行
わ
れ

て
き
た
暗
記
中
心
の
教
育
が
見
直
さ
れ
、

「
子
ど
も
中
心
の
教
育
」
の
新
指
導
要
領
が

推
進
さ
れ
て
い
る
が
、
現
場
の
教
師
た
ち
は

従
来
の
教
え
込
み
型
教
育
か
ら
脱
却
で
き
て

お
ら
ず
、
そ
の
転
換
を
図
ろ
う
と
し
て
い
る
。

「
お
手
本
ど
お
り
に
描
い
た
り
作
っ
た
り
す

る
の
を
優
れ
て
い
る
と
褒
め
る
の
で
は
な
く
、

子
ど
も
が
表
現
し
た
い
こ
と
を
手
伝
い
、
力

を
伸
ば
し
て
あ
げ
よ
う
と
伝
え
て
い
ま
す
」

　
中
川
さ
ん
は
１
校
に
１
カ
月
半
か
け
て
巡

回
し
、
３
校
の
指
導
を
行
っ
て
い
る
。
現
場

の
教
師
と
一
緒
に
授
業
法
の
改
善
を
考
え
て

実
践
し
、
２
巡
目
で
は
他
校
の
教
師
も
招
い

て
意
見
交
換
や
振
り
返
り
を
行
い
、
よ
り
よ

い
手
法
を
目
指
す
と
い
う
や
り
方
だ
。

　
巡
回
指
導
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
気
を
つ

け
て
い
る
の
が
服
装
だ
。
モ
ン
ゴ
ル
の
教
育

現
場
で
は
き
ち
ん
と
し
て
威
厳
の
あ
る
見
た

目
が
重
視
さ
れ
、
教
師
た
ち
は
ス
ー
ツ
に
準

じ
た
服
装
で
靴
な
ど
に
も
気
を
配
る
。
「
私

も
日
本
の
学
校
に
い
た
時
よ
り
も
ず
っ
と
身

だ
し
な
み
を
し
っ
か
り
し
て
い
て
、
図
工
を

教
え
る
時
は
エ
プ
ロ
ン
を
着
け
て
対
応
し
て

い
ま
す
。
日
本
で
も
モ
ン
ゴ
ル
で
も
印
象
は

大
切
で
す
よ
ね
」

　
そ
ん
な
モ
ン
ゴ
ル
人
も
好
き
な
の
が
Ｓ
Ｎ

Ｓ
で
〝
映
え
写
真
〟
を
シ
ェ
ア
す
る
こ
と
。

そ
こ
に
着
目
し
た
中
川
さ
ん
は
、
巡
回
先
の

学
校
ご
と
に
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
の
グ
ル
ー

プ
を
設
け
て
積
極
的
に
校
内
や
学
校
間
で
の

教
師
た
ち
の
情
報
共
有
を
図
っ
て
い
る
。

　
授
業
や
セ
ミ
ナ
ー
の
様
子
を
写
真
と
文
章

で
紹
介
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
回
答
し

て
も
ら
っ
た
巡
回
指
導
に
つ
い
て
の
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
も
投
稿
す
る
。
さ
ら
に
、
そ
れ

ら
を
ま
と
め
て
報
告
書
に
し
、
行
政
職
の
た

め
巡
回
指
導
に
は
同
行
し
て
こ
な
い
Ｃ
Ｐ
に

定
期
的
に
提
出
し
て
い
る
。
Ｃ
Ｐ
は
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
な
ど
を
決
定
す
る
担
当
者
で
も
あ

る
た
め
、
温
度
感
を
含
め
た
現
場
の
状
況
を

知
っ
て
お
い
て
ほ
し
い
と
の
思
い
か
ら
だ
。

　
モ
ン
ゴ
ル
で
は
社
会
主
義
時
代
に
女
性
の

社
会
進
出
が
進
み
、
学
校
現
場
に
も
女
性
教

師
が
多
い
。
働
く
女
性
の
出
産
、
子
育
て
の

サ
ポ
ー
ト
を
す
る
の
は
家
族
や
親
戚
に
限
ら

ず
、
知
人
が
留
学
な
ど
で
海
外
へ
行
く
人
の

子
ど
も
を
預
か
る
こ
と
も
よ
く
聞
く
話
だ
と

い
う
。「
社
会
で
子
ど
も
を
育
て
る
意
識
が

そ
れ
ほ
ど
あ
る
の
は
う
ら
や
ま
し
い
で
す
」。

　
教
師
か
ら
も
子
ど
も
に
対
す
る
愛
情
の
深

さ
と
、
作
品
を
褒
め
た
い
、
可
能
性
を
広
げ

て
あ
げ
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
強
く
感
じ
る

と
い
う
中
川
さ
ん
。
「
新
し
い
教
育
方
法
を

知
識
と
し
て
理
解
し
て
い
ま
す
が
、
自
身
は

そ
う
し
た
教
育
を
受
け
て
こ
な
か
っ
た
た
め
、

学校の教師に向けたセミナーの様子。モンゴル語でどこまでニュアンスが伝わっているのかはくみ取りにくいため、
フォーム作成ツールによるアンケートなどでニーズの把握も欠かさないようにしている

1クラスの生徒数は50人ほどと日本よりも多い傾向にあり、担当する先生は
体力面で大変な部分も大きいという

この方に
聞きました！

いま、
読みたい
電子書籍

著者

井出留美さん（旧姓・小山田）　 

フィリピン／食品加工／
1994年度1次隊・東京都出身

Text＝内井理美　Photo（書影）＝干川 修　写真提供＝井出留美さん

食品ロスの背景と対策事例を紹介
任地で役立つ生活の知恵も
　10月はFAO（国際連合食糧農業機関）
の定める「世界食料デー」があり、日本
でも消費者庁らが「食品ロス削減月間」
として、食品ロス問題への意識啓発に特
に力を入れる時期でもある。
 「日本のコンビニ1店舗で1年間に廃棄さ
れる食べ物の金額の中央値は、民間の給
与所得者の平均年収より多いほどです」
と話すのは、食品ロス問題ジャーナリス
トの井出留美さんだ。今や経済発展に伴
って途上国でも食品ロスの問題が顕在化
してきている中、任地の協力隊員にも無
縁ではないトピックといえるだろう。
　なぜ食べ物が無駄になるのか、私たち
にできることはあるのか。課題について
考え、具体的に取り組める手法も知るた

めの総合的な入門書としてお薦めなの
が本書だ。
　第1章では、小売店が賞味期限より早
めに販売期限を設ける「3分の1ルール」
のような食品業界の商習慣など、特に日
本で食品ロスが発生する背景を俯

ふ か ん

瞰。第
2章からは「あるものでまかなう」をキ
ーワードに、各種の先駆事例や日々の食
生活や暮らしの中で実践できるヒントを
紹介している。
　中でも、食材をあぶったり乾燥させた
りすることで保存性を高める手法や、無
駄なく野菜を使う切り方などは、任地で
の暮らしにもダイレクトに役立つ知識だ
ろう。さらに、本書で紹介された事例をよ
り深く知りたい人のために、ブックガイド

のページが用意されているのも嬉しい。
　本書には、井出さん自身が隊員時代に
試した生活上の工夫も載っている。例え
ば、古くなったパンを粉末にしてぬか床
の代わりにした例や、インディカ米を日
本の米に近づける炊き方、モロヘイヤを
とろろの代わりにするなどだ。井出さん
は「あるもので何とかしようと思うと工
夫が生まれる、それが楽しいんですね」
と文中で振り返っている。
 「何でも手に入る日本のような環境にい
ると、ついつい便利さに依存してしまい
ます。隊員の皆さんには途上国で暮らす
機会に〝あるものでまかなう〟生活を実
践し、その良さを味わってほしいと思い
ます」

あるものでまかなう生活
著	 ：井出留美
発行	：	日経BP
	 	 日本経済新聞出版

https://bookplus.nikkei.com/
atcl/column/032900009/
052600050/
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■  今月の教える人  坪
つぼ

川
かわ

紅
く

美
み

さん

 （マレーシア／幼稚園教諭／1988年度2次隊・大阪府出身）
JICA海外協力隊技術顧問（幼児教育）

マレーシアにおけるJICAの技術協力プロジェクト「全人教育推進
プロジェクト」幼児教育短期専門家。ピアジェ理論（※）を土台に、
子どもの発達に視点をおいた保育実践の在り方について、国内・
海外で現場の先生方と模索している。
※ピアジェ理論…スイスの心理学者、ジャン・ピアジェが提唱した認知発達の理
論。乳幼児期から青年期までを四つの発達段階に分け、子どもが能動的な行動
から認知を発達させていくことを説いた。
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い
る
こ
と
も
理
解
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
思
っ
た
」
と
話
し
て
く
れ
た

先
輩
隊
員
が
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
生
徒
を
ム
チ
で
打
っ
て

い
る
時
に
、
隊
員
が
悲
し
そ
う
な
顔

を
す
る
の
を
見
て
、
少
な
く
と
も
そ

の
場
に
隊
員
が
い
る
時
に
は
体
罰
が

減
っ
た
」
と
い
う
報
告
を
受
け
た
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
根
本
的
な
解
決
に

な
っ
て
い
な
く
て
も
、
多
少
な
り
と

も
現
地
の
先
生
が
隊
員
の
こ
と
を
気

遣
っ
て
く
れ
た
、
そ
れ
だ
け
で
も
大

き
な
変
化
だ
と
思
い
ま
す
。

　
幼
児
教
育
職
種
に
限
ら
ず
、
ど
の

職
種
で
も
、
傾
向
と
し
て
「
着
任
後

の
半
年
か
ら
１
年
の
期
間
」
に
悩
む

隊
員
が
多
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
お

そ
ら
く
着
任
し
て
半
年
以
降
く
ら
い

か
ら
「
日
本
人
頭
」
が
解
け
て
い
く

プ
ロ
セ
ス
が
始
ま
っ
て
い
き
ま
す
か

ら
、
自
分
は
ち
ょ
う
ど
空
回
り
す
る

時
期
と
思
っ
て
耐
え
ま
し
ょ
う
。

　
お
茶
の
時
間
、「
今
日
は
ど
ん
な

お
菓
子
が
あ
る
の
？
」
な
ど
と
言
い

な
が
ら
、
先
生
の
輪
に
積
極
的
に
入

っ
て
い
け
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
前
進

し
た
証
拠
で
す
。先
を
急
ぎ
過
ぎ
ず
、

あ
な
た
の
声
に
耳
を
傾
け
て
く
れ
る

先
生
を
一
人
で
も
つ
く
っ
て
い
け
る

と
よ
い
で
す
ね
。

　
幼
児
教
育
職
種
の
技
術
顧
問
と
し

て
14
年
に
わ
た
り
隊
員
を
見
て
い
ま

す
。「
朝
、先
生
た
ち
が
園
児
を
ほ
っ

た
ら
か
し
に
し
て
別
室
で
お
茶
の
時

間
を
楽
し
ん
で
い
て
、
そ
こ
に
誘
わ

れ
る
。
園
児
た
ち
を
放
っ
て
お
け
な

い
の
で
、
ど
う
し
た
ら
い
い
か
」
と

い
っ
た
悩
み
は
、
歴
代
の
隊
員
か
ら

よ
く
聞
き
ま
す
。
特
に
お
茶
の
文
化

を
大
切
に
す
る
イ
ス
ラ
ム
圏
に
派
遣

さ
れ
た
場
合
は
、
避
け
て
は
通
れ
な

い
悩
み
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
イ
ス
ラ
ム
圏
で
は
、
お
茶
に
よ
る

親
睦
の
機
会
は
欠
か
せ
な
い
も
の

で
、
お
茶
に
誘
わ
れ
る
こ
と
は
、
相

手
の
お
も
て
な
し
で
あ
り
、
善
意
の

表
れ
で
す
。
特
に
着
任
し
て
半
年
く

ら
い
の
時
に
は
、
あ
な
た
が
任
地
の

文
化
や
先
生
方
の
こ
と
が
わ
か
ら
な

い
の
と
同
じ
よ
う
に
、
先
生
方
も
日

本
人
の
あ
な
た
が
考
え
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、

お
茶
を
し
な
が
ら
会
話
を
し
た
り
、

言
葉
が
わ
か
ら
な
く
て
も
同
じ
時
間

を
過
ご
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
ろ
う
と
し
て

い
る
の
で
し
ょ
う
。

　
も
ち
ろ
ん
そ
ん
な
こ
と
く
ら
い
あ

な
た
も
わ
か
っ
て
は
い
る
も
の
の
、

「
別
室
に
い
る
園
児
た
ち
に
何
か
あ

っ
た
ら
」
と
心
配
に
な
り
、「
自
分

が
幼
児
と
遊
ぶ
姿
を
見
せ
る
こ
と
で

先
生
た
ち
に
気
づ
い
て
も
ら
う
し
か

な
い
」
と
、
お
茶
の
時
間
を
断
っ
て

し
ま
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
今
あ
な
た
が
い
る
の
は

日
本
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
正
解

は
「
お
茶
に
参
加
し
て
他
の
先
生
と

過
ご
す
こ
と
」
し
か
選
択
肢
は
あ
り

ま
せ
ん
。
お
茶
に
参
加
し
た
上
で
園

児
の
安
全
が
気
に
な
る
こ
と
を
伝
え

て
み
る
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
幼
児
教
育
隊
員
が
派
遣
さ
れ
る
国

や
地
域
で
は
、「
幼
児
期
の
遊
び
を

通
じ
た
学
び
」
が
認
識
さ
れ
て
お
ら

ず
、
情
操
教
育
の
必
要
性
は
浸
透
し

て
い
ま
せ
ん
。
園
で
は
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
が
組
ま
れ
、
先
生
た
ち
は
復
唱
方

式
な
ど
で
「
教
え
る
」
の
が
一
般
的

で
、
園
児
と
「
遊
ぶ
」
こ
と
は
仕
事

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
保
護
者
も
「
読

み
書
き
計
算
が
で
き
る
」
こ
と
を
わ

が
子
に
望
み
、
お
金
を
払
っ
て
園
に

通
わ
せ
て
い
ま
す
。

　
現
場
に
い
る
隊
員
が
相
手
国
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
変
え
る
こ
と
は
で
き

な
い
中
で
、「
先
生
た
ち
は
教
え
る

の
で
は
な
く
、
子
ど
も
と
向
き
合
っ

て
遊
ぶ
。
子
ど
も
が
楽
し
ん
で
遊
ぶ

な
か
に
学
び
が
生
ま
れ
る
」
と
い
う

郷
に
入
れ
ば
郷
に
従
え
。

ま
ず
は
信
頼
関
係
を
築
く
こ
と
を
優
先
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

専門家に聞きました！

失敗に学ぶ
現地で役立つ人間関係のコツ

考
え
方
に
共
感
し
て
く
れ
る
先
生
を

一
人
で
も
見
つ
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　
そ
の
た
め
に
は
郷
に
入
れ
ば
郷
に

従
え
。
ま
ず
は
相
手
の
考
え
方
を
受

け
入
れ
、
文
化
に
溶
け
込
ん
で
信
頼

関
係
を
築
い
て
い
く
こ
と
し
か
な
い

と
思
い
ま
す
。

　
よ
く
聞
く
悩
み
が
も
う
一
つ
あ

り
、「
指
導
の
た
め
に
園
児
へ
の
体

罰
が
日
常
的
に
あ
る
。
言
う
こ
と
を

聞
か
な
い
園
児
を
ム
チ
で
た
た
く
こ

と
も
あ
る
。
や
め
さ
せ
る
に
は
ど
う

し
た
ら
い
い
か
」
で
す
。
体
罰
は
法

律
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、多
く
の
国
で
聞
き
ま
す
。

 

「
幼
児
を
ほ
っ
た
ら
か
し
て
お
茶
」

や
「
体
罰
」
は
良
い
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
一
方
で
、
現
地
の
や
り

方
に
疑
問
を
感
じ
る
の
は
、
ま
だ
あ

な
た
が
日
本
の
考
え
方
を
捨
て
切
れ

て
い
な
い
、「
日
本
人
頭
」
の
ま
ま

だ
か
ら
と
い
う
見
方
も
で
き
ま
す
。

　
体
罰
は
先
生
方
が
好
ん
で
し
て
い

る
わ
け
で
は
な
く
、
１
０
０
人
近
い

子
ど
も
た
ち
を
先
生
１
～
２
人
で
見

て
い
る
よ
う
な
園
も
あ
り
、
収
拾
が

つ
か
な
い
と
い
っ
た
事
情
も
あ
る
こ

と
で
し
ょ
う
。
か
つ
て
「
先
生
方
が

た
た
き
た
く
な
る
環
境
に
置
か
れ
て

今月の
お悩み

坪川先生
からの

アドバイス

Text ＝ホシカワミナコ（本誌）　　※質問は現役隊員やOVから聞いた活動中の悩み

　
着
任
し
て
半
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

地
域
の
幼
稚
園
を
巡
回
指
導
し
て
い

ま
す
。
ど
の
園
で
も
、
朝
は
ま
ず
先

生
方
だ
け
で
お
茶
を
す
る
慣
習
が
あ

り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
ど
の
園
も
伺
う
と

「
朝
食
を
食
べ
て
い
な
い
な
ら
こ
こ

で
食
べ
な
さ
い
」
と
か
、「
ま
ず
は

お
茶
の
時
間
よ
」
と
私
に
も
声
を
か

け
て
く
れ
ま
す
。
た
だ
そ
の
間
、
園

児
の
い
る
部
屋
は
大
人
が
一
人
も
い

な
い
状
態
に
な
る
の
で
、
事
故
が
起

き
な
い
か
と
気
が
気
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　
あ
る
園
で
お
茶
を
丁
寧
に
断
っ
て

園
児
た
ち
と
過
ご
し
た
と
こ
ろ
、
先

生
方
と
の
関
係
性
が
う
ま
く
い
か
な

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

お
茶
に
参
加
せ
ず
に

園
児
ら
と
過
ご
し
て
い
た
ら
、

先
生
方
に
嫌
わ
れ
ま
し
た

（
幼
児
教
育
／
女
性
）

今
月
の
テ
ー
マ

：

慣
習
を
や
め
さ
せ
た
い
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「
土
木
」
隊
員
は
、
省
庁
や
地
方
自
治
体
な

ど
に
配
属
さ
れ
、
道
路
や
橋
、
上
下
水
道
な

ど
の
調
査
、
設
計
、
施
工
か
ら
維
持
管
理
な

ど
の
実
務
に
携
わ
る
ほ
か
、
イ
ン
フ
ラ
整
備

へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
技
術
向
上
に
協
力
す

る
。
ま
た
、
大
学
や
職
業
訓
練
校
な
ど
で
の

技
術
指
導
を
行
う
。

　
土
木
工
学
の
知
識
と
、
２
～
３
年
以
上
の

実
務
経
験
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
っ
た
設
計
（
Ｃ
Ａ
Ｄ
）
、

地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｇ
Ｉ
Ｓ
）
の
技
術
指

導
へ
の
要
請
も
増
え
て
い
る
。

後
々
ま
で
残
る
質
の
高
い
図
面
を

測
量
で
は
日
本
の
技
術
を
紹
介

　
建
設
会
社
か
ら
現
職
参
加
し
た
西
本
達
也

さ
ん
が
配
属
さ
れ
た
の
は
、
ボ
リ
ビ
ア
中

部
、
同
国
第
３
の
都
市
、
コ
チ
ャ
バ
ン
バ
市

内
の
農
地
を
対
象
と
す
る
ア
ン
ゴ
ス
ツ
ー
ラ

灌
漑
水
利
利
用
者
組
合
。
農
地
の
端
か
ら
直

線
距
離
で
20
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
余
り
先
に
、
主

に
農
業
の
水
を
た
め
る
ダ
ム
が
あ
り
、
ダ
ム

を
起
点
と
す
る
灌
漑
水
路
の
管
理
が
組
合
の

主
な
仕
事
だ
っ
た
。
水
路
に
は
水
門
が
あ

り
、
流
す
水
の
量
を
調
整
し
て
、
利
用
す
る

農
家
か
ら
料
金
を
徴
収
し
て
い
た
。

　
要
請
は
、
水
路
の
改
修
や
新
た
な
水
路
の

建
設
が
必
要
に
な
っ
た
時
に
必
要
と
な
る
測

量
や
計
画
作
成
に
つ
い
て
の
技
術
指
導
だ
っ

た
。
水
路
は
使
用
し
て
い
る
う
ち
に
、
水
が

流
れ
に
く
く
な
っ
た
り
、
老
朽
化
や
設
備
の

破
損
な
ど
が
発
生
し
た
り
す
る
か
ら
だ
。

　
と
こ
ろ
が
着
任
し
て
み
る
と
、
「
測
量
や

PROFILE
建設会社で20年ほど仕事を続け、現場の品質管理、工程管理、安全管
理を行う。新しい環境で自分の技術と可能性を試してみたいと協力隊
に参加。当初は退職するつもりだったが、会社から快く承諾され、現職
参加し、帰国後に復職。ボリビアでの活動中はゆったりとした生活の良
さも感じたという。

配  属  先： アンゴスツーラ灌漑水利利用者組合
要請内容： 灌漑施設を管理する事業組合事務所において、開水路の

維持管理や補修に必要な測量や設計の技術指導、及び
AUTOCADによる設計図の作成方法を指導する。また開
水路へのゴミのポイ捨てなどを防止するため、地域住民に
対する環境教育活動の実施を支援する。

西
にし

本
もと

達
たつ

也
や
さん

ボリビア／2016年度1次隊・兵庫県出身

※人数は2023年8月末現在

分　　類：公共・公益事業

派 遣 中：4人（累計：584人）

類似職種：上下水道、道路、河川・砂防、水資源開発、

　　　　　建築、建築設備、都市計画、測量

#0025

「 土 木 」

赴任帰国 終盤終盤

農業用水管理組合で
灌
かん

漑
がい

施設の改修計画

PROFILE
横浜の自宅近くに外国航路の岸壁があり、海外への憧れがあった。横浜
市役所に就職すると、協力隊に参加した同僚たちや、姉妹都市の土木職
員との交流もあり、定年後、SVとして4回活動。現在は、JICA無償資金協力
事業の施工監理者としてキルギスに駐在。

配  属  先： タシケント自動車道路建設大学
要請内容： 首都タシケントにある大学の再教育センターにて、運輸輸送

機器関連、および運輸輸送施設建設関連の省庁職員や国
営・民間企業社員に対し、IT利用促進や道路交通情報収集
や分析、交通管制についての講義を行う。

成
なり

川
かわ

一
かず

男
お
さん

SV／ベトナム／行政サービス／2009年度9次隊、
SV／ベトナム／行政サービス／2010年度４次隊、
SV／カンボジア／2013年度４次隊、
SV／ウズベキスタン／2016年度３次隊・神奈川県出身

自動車道路建設大学で
日本の先進技術を伝える

CASE 1

CASE 2

い
た
成
川
さ
ん
だ
っ
た
が
、
着
任
当
初
は
戸

惑
い
が
続
い
た
。
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
（
以

下
、
Ｃ
Ｐ
）
や
セ
ン
タ
ー
長
の
専
門
が
車
両

だ
っ
た
上
、
授
業
内
容
に
つ
い
て
聞
い
て
も

明
確
な
回
答
が
な
か
っ
た
か
ら
だ
。

　
転
機
と
な
っ
た
の
は
、
道
路
学
部
の
教
授

と
の
出
会
い
だ
っ
た
。
成
川
さ
ん
の
こ
と
を

知
っ
た
教
授
か
ら
「
道
路
学
部
で
学
生
に
話

し
て
ほ
し
い
」
と
依
頼
さ
れ
た
。
限
ら
れ
た

派
遣
期
間
で
技
術
を
伝
達
で
き
る
機
会
だ
と

捉
え
た
成
川
さ
ん
は
、
週
に
２
～
３
回
、
教

授
の
担
当
授
業
で
日
本
の
先
進
的
な
技
術
に

つ
い
て
講
義
し
た
。
再
教
育
セ
ン
タ
ー
へ
は

大
学
か
ら
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
事
務
所
に
は
成
川
さ

ん
か
ら
活
動
の
変
更
に
つ
い
て
伝
え
た
。

「
道
路
料
金
徴
収
の
自
動
化
」
の
テ
ー
マ

は
、
再
教
育
セ
ン
タ
ー
で
は
関
心
を
持
た
れ

な
か
っ
た
が
、
道
路
学
部
で
は
「
ち
ょ
う
ど

検
討
し
て
い
た
」
と
評
価
さ
れ
た
。

　
土
木
工
事
の
無
人
化
施
工
に
つ
い
て
は
、

ど
の
よ
う
な
機
械
や
車
両
に
ど
の
よ
う
な
ア

タ
ッ
チ
メ
ン
ト
を
取
り
つ
け
て
行
う
か
、
実

例
を
交
え
て
紹
介
し
た
。

「
技
術
は
知
っ
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
実
際
の
使
い
方
は
知
ら
な
か
っ
た
よ
う

で
関
心
を
持
た
れ
、
学
生
か
ら
積
極
的
な
質

問
も
挙
が
り
ま
し
た
」
と
成
川
さ
ん
。

　
授
業
外
で
も
、
教
授
の
研
究
を
サ
ポ
ー

ト
。
走
行
す
る
車
の
速
度
と
舗
装
の
劣
化
の

関
係
な
ど
、
学
生
に
も
説
明
し
な
が
ら
、
実

験
や
計
測
を
重
ね
た
。
国
際
会
議
で
も
登
壇

し
た
り
す
る
う
ち
、
成
川
さ
ん
の
評
価
も
上

昇
。
名
誉
准
教
授
の
称
号
も
授
与
さ
れ
た
。

設
計
の
専
門
技
術
を
持
っ
て
い
る
人
は
い
ま

せ
ん
で
し
た
」
。

　
し
か
し
、
現
場
で
測
量
す
る
時
は
普
段
は

バ
ラ
バ
ラ
に
活
動
し
て
い
た
同
僚
た
ち
が
集

ま
っ
て
手
伝
っ
て
く
れ
た
。
お
お
ま
か
な
距

離
と
標
高
を
測
る
Ｇ
Ｐ
Ｓ
測
量
は
行
わ
れ
て

い
た
が
、
ミ
リ
単
位
の
精
度
ま
で
は
測
れ
て

い
な
い
。
「
間
違
え
な
い
方
法
を
取
る
」
こ

と
が
モ
ッ
ト
ー
の
西
本
さ
ん
は
、
手
間
と
時

間
を
か
け
て
往
復
し
な
が
ら
正
確
に
測
る
、

日
本
の
測
量
の
方
法
や
技
術
を
紹
介
し
た
。

　
水
路
の
工
事
は
、
組
合
か
ら
県
の
担
当
部

署
に
提
案
し
、
採
択
さ
れ
れ
ば
、
県
が
工
事

を
発
注
す
る
。
他
に
県
に
提
出
す
る
計
画
を

立
て
ら
れ
る
人
が
い
な
い
た
め
、
任
期
中
、

西
本
さ
ん
が
ほ
ぼ
一
人
で
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
を
使
っ

て
計
画
書
の
作
成
に
取
り
組
ん
だ
。
「
し
っ

か
り
し
た
図
面
や
計
画
を
成
果
と
し
て
残
し

て
お
け
ば
、
後
々
役
立
つ
」
と
気
持
ち
も
切

り
替
え
て
、
最
終
的
に
は
県
に
提
出
で
き
る

多
く
の
計
画
書
を
組
合
に
残
し
た
。

実
例
を
交
え
た
講
義
に
学
生
も
反
応

舗
装
劣
化
な
ど
の
研
究
も
サ
ポ
ー
ト

　
横
浜
市
職
員
と
し
て
長
年
、
土
木
畑
を
歩

ん
だ
成
川
一
男
さ
ん
は
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン

の
タ
シ
ケ
ン
ト
自
動
車
道
路
建
設
大
学
の
再

教
育
セ
ン
タ
ー
に
派
遣
さ
れ
た
。
ウ
ズ
ベ
キ

ス
タ
ン
で
は
、
土
木
技
術
者
は
就
職
し
て
３

年
た
つ
と
、
も
う
一
度
、
教
育
を
受
け
る
。

再
教
育
セ
ン
タ
ー
は
、
そ
の
拠
点
だ
っ
た
。

　
専
門
知
識
や
技
術
を
伝
え
よ
う
と
考
え
て

C
A
S
E 

2

C
A
S
E 

1

着任から約１年半後、工事中だった用水路（幅約2メートル、高さ約
1.5メートル）の完成部分の壁が、大雨で約100メートルにわたって崩
れてしまいました。自分の業務ではなかったのですが、何度も現場を
見ていました。日本だと、継ぎ目に鉄筋の入ったU字型のコンクリート
を使いますが、底面と側面のコンクリートを現場で造り、継ぎ目に石
を置いていました。アドバイスをしても、なかなか聞いてもらえません
でしたが、もっと強く言っていたら防げたかもしれないと後悔しました。

最大のピンチ

着任早々、配属先の責任者から、過去の図面のデジタル化を頼ま
れました。本当にCADが使えるのか、腕試しされたのかも、と思っ
ています。30～40枚の図面がありましたが、1枚作るにも３～４週間
かかるので、１枚だけデジタル化しました。任期終盤に灌漑水路の
改修計画を作成して県に提出する時、責任者は「これは君の成果だ
から、自分でサインを」と言いました。私の技術を認めてくれたのだ
と思いました。

最高のやりがい

現地の同僚たちに日本式の正確な測量方法を指導す
る西本さん

再教育センターで何をするのか、答えは得られませんでした。用意してい
たテーマの中から、「土木工事の無人化施工」と「有料道路の料金徴収の
自動化（ETC）」をサポート役の学生にロシア語に翻訳してもらってテキス
トを作りました。CPに見せたところ、内容がCPの専門外であり、さらに
「ロシア語もだめ」と言われました。しかし具体的な内容の擦り合わせも
相手が忙しすぎてできず途方にくれました。今思えばJICAの在外事務所
に相談するなどしていれば結果が変わっていたかもしれません。

赴任帰国 中盤 序盤

最大のピンチ

道路学部で講義しているうちに、他大学から「あの日本人の技術者に
講義をしてほしい」という依頼があり、任期中に2回、実施しました。
内容は、道路建設大学の講義と同じものでしたが、学生が感激して
聞いてくれました。その上、一緒に講義を聞いていたその大学の先生
が補足や学生の質問への回答をしてくれました。道路建設大学の学
生も初めは感激してくれていたことを思うと、「自分の講義は、いい講
義だったのかもしれない」と嬉しくなりました。

最高のやりがい

タシケント自動車道路建設大学の道路学部で学部生や
院生に講義を行う成川さん
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ひきつけるアイデアを共有

みんなの教材づくり
＆アクティビティ
海外協力隊OVが派遣国の活動や生活で実践した、

お役立ちアイデアをご紹介します。

身近にあるものでさまざまなマリオネット作りに
取り組んだ就学前教育局の指導員たち

　小
川
恵
美
さ
ん
が
赴
任
し
た
の
は
ガ
ボ
ン

の
就
学
前
教
育
局
。
所
属
し
て
い
る
指
導
員

が
、
各
幼
稚
園
の
先
生
に
対
し
て
運
営
指
導

や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
作
成
指
導
な
ど
を
行
っ

た
り
、
モ
デ
ル
園
で
教
育
し
て
い
ま
す
。
小

川
さ
ん
は
遊
び
を
通
し
た
情
操
教
育
の
普
及

な
ど
を
目
的
に
活
動
し
ま
し
た
。

　今
回
は
、
指
導
員
向
け
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
で
作
成
し
た
マ
リ
オ
ネ
ッ
ト
作
り
を
教
え

て
も
ら
い
ま
し
た
。
材
料
に
使
用
す
る
の

は
、
野
菜
や
果
物
、
身
の
回
り
の
道
具
、
ア

フ
リ
カ
布
の
端
切
れ
な
ど
、
身
近
に
手
に
入

る
も
の
ば
か
り
。

「
園
児
た
ち
の
前
で
、
先
生
が
簡
単
に
作
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
先
生
は
マ
リ
オ
ネ
ッ
ト

を
操
り
な
が
ら
い
ろ
い
ろ
な
気
持
ち
を
表
現

し
て
み
せ
て
、
子
ど
も
た
ち
の
心
を
豊
か
に

し
て
あ
げ
て
ほ
し
い
で
す
ね
」

マリオネットの材料

果
物
や
野
菜
を
使
っ
た

マ
リ
オ
ネ
ッ
ト
作
り

▶正方形の布
	（縦・横が30～50cmくらいが理想的）

▶長さ20cm前後の棒3本
	（木の棒や箸のようなもの、1本は頭に刺すので先が細いもの）

▶頭にする材料―野菜、果物のほか、身の回りの道具など
▶頭を飾るもの―紙に目を描いて切り抜いたもの、ブレスレッ
トなどのアクセサリー、頭に巻く小さい布など
	（いろいろなもので飾る）

小
お

川
がわ

恵
え

美
み

さん
 （ＳＶ／ガボン／幼児教育／2019年度3次隊・長崎県
出身）　教員養成校を卒業後、働きながら大学・大
学院に進学。保育園、幼稚園、子ども園で長年、幼児
教育に携わり、保育者の養成校でも教壇に立つ。以
前から海外での仕事や海外協力隊に興味を抱き、幼
児教育分野での経験を積んだ上で参加。帰国後は
多文化保育に携わりたいと現在、情報収集中。

今月の先生

マリオネットの作り方

先生は片手で持ち手を、もう片方の手でマリオネットの手

を操ります。子どもたちに見せながら、お話をするのが基

本的な遊び方です。派遣国のおとぎ話やお芝居を語って

あげたり、マリオネットを踊らせて皆で歌を歌ったりしま

す。先生は顔の表情や声の調子を変えて表現してあげま

しょう。また、年長クラスの子どもたちには自分でも作って

もらうことで、より楽しんでもらえます。

遊び方

はさみなどの道具
は、正しい使い方を
教えたい時に使用
すると効果的です。

タマネギ

小さい布を
ターバン風にまく

紙に描いた目

はさみ

ナス リンゴ

トイレット
ペーパー

④頭になる材料に③で入れた棒を刺します
（布には穴を開けなくても作れます）。

①正方形の布を用意します。

②三角形に折って、両端
に手になる部分を動かす
棒を輪ゴムやヒモでつけ
ます。

③布の中にもう1本の
棒を通します。これが
持ち手になります。 ⑤目をつけて、その他

のアクセサリーなどを
飾って完成です。
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JICA海外協力隊ウェブサイト

「帰国隊員の進路開拓についての相談受付」

就職先：宇宿保育所、用安保育所

ーシュ カツ記
帰国後、内定までの

就職活動の方法を聞きました。

先輩隊員の

濱口悠介さんの略歴：
1981年  神奈川県生まれ
2006年 3月 大学卒業
2006年 4月 システムエンジニアとして一般企業に就職
2010年 3月 退職
2015年 4月 発達障害児支援施設に就職
2018年 9月 障害児・者支援隊員としてヨルダンに赴任
2020年 3月 コロナ禍で一斉帰国
2022年 4月 奄美市笠利の保育所に非常勤保育士として勤務

　
大
学
卒
業
後
、
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
と

し
て
企
業
で
４
年
間
勤
務
し
た
濱
口
悠
介
さ

ん
。
一
度
退
職
し
、
し
ば
ら
く
は
国
内
外
を

旅
し
て
い
た
が
、
東
日
本
大
震
災
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
子
ど
も
た
ち
と
触
れ
合
っ
た

こ
と
を
き
っ
か
け
に
幼
児
教
育
に
関
心
を
持

ち
、
発
達
障
害
児
の
支
援
施
設
に
就
職
。
在

職
中
に
保
育
士
資
格
も
取
得
し
た
。
一
方
、

元
々
海
外
に
興
味
が
あ
り
、
現
地
の
様
子
を

自
分
の
目
で
見
た
い
と
思
っ
て
い
た
こ
と
か

ら
協
力
隊
に
応
募
し
た
。

　
派
遣
さ
れ
た
ヨ
ル
ダ
ン
南
端
の
都
市
ア
カ

バ
で
の
活
動
は
、
特
別
支
援
学
校
の
４
～
12

歳
児
を
対
象
と
し
た
ク
ラ
ス
で
絵
画
や
音
楽

な
ど
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
提
供
す

る
と
い
う
も
の
。
児
童
に
頭
ご
な
し
に
接
す

る
教
師
が
少
な
く
な
い
中
、
柔
軟
な
指
導
の

実
践
を
心
が
け
た
。

　
さ
ら
に
、
現
地
で
遊
牧
民
族
の
暮
ら
し
に

触
れ
、
わ
ず
か
な
食
べ
物
や
水
を
探
し
て
生

き
る
す
べ
を
持
つ
人
た
ち
の
姿
に
驚
き
を
覚

え
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
一
斉
帰
国
後
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
し
な
が
ら
国
内
を
転
々
と
し
、

北
海
道
で
有
機
農
家
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し

な
が
ら
農
作
業
を
手
伝
っ
た
り
し
た
。

「
そ
こ
で
は
自
給
自
足
の
生
活
を
し
て
い
た

の
で
す
が
、〝
食
〟
と
い
う
生
き
る
こ
と
に

直
結
す
る
仕
事
の
素
晴
ら
し
さ
を
感
じ
、
自

分
も
そ
ん
な
暮
ら
し
を
し
た
い
と
考
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
」

　
そ
う
し
て
各
地
を
周
遊
す
る
う
ち
に
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
な
心
境
の
変
化
が
あ
っ
て
定
住
を

考
え
た
時
、
ち
ょ
う
ど
滞
在
し
て
い
た
の
が

奄
美
大
島
だ
っ
た
。
濱
口
さ
ん
の
好
き
な
ク

ジ
ラ
が
回
遊
し
て
く
る
環
境
も
気
に
入
り
、

保
育
士
と
し
て
働
き
始
め
た
。
非
常
勤
と
い

う
働
き
方
を
選
ん
だ
の
は
、
や
り
た
い
こ
と

を
実
践
す
る
時
間
を
確
保
し
た
い
と
い
う
の

が
理
由
だ
。
そ
れ
は
、
奄
美
に
購
入
し
た
土

地
で
自
給
自
足
の
生
活
を
す
る
こ
と
。
こ
れ

か
ら
じ
っ
く
り
と
時
間
を
か
け
、
家
を
建
て
、

果
樹
を
植
え
、
野
菜
を
育
て
、
基
盤
を
整
え

て
い
く
つ
も
り
だ
。
長
い
休
み
の
時
に
は
、

海
外
の
児
童
養
護
施
設
な
ど
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
も
行
っ
て
い
る
。

「
奄
美
を
拠
点
に
し
つ
つ
、
木
を
育
て
た
り

し
て
得
た
知
見
を
生
か
し
て
ヨ
ル
ダ
ン
の
砂

漠
の
町
に
植
物
園
を
造
る
な
ど
、
今
後
も
海

外
に
関
わ
っ
て
い
く
の
が
夢
で
す
」

やりたいことを
実現するため
選んだのは

「非常勤」という働き方

※カウンセラー／相談役により対応可能な日が異なりますので、あらかじめ電話また
はメールでのご連絡をお願いします。

https://www.jica.go.jp/volunteer/obog/career_support/counselor/

今月の先輩

濱口悠介さん    Yusuke Hamaguchi

ヨルダン／障害児・者支援／
2018年度2次隊・神奈川県出身

後輩へメッセージ

帰国後、就職関連のセミナーや説明会などの案内に多く
接する中で、情報に惑わされてしまう面も大きいでしょ
う。私自身、パレスチナの駐在員の募集を見かけて心を引
かれたものの、よく考えると仕事の内容そのものに必ずし
も引かれていないと気づき、応募をやめた経験がありま
す。大切なのは自分が何をやりたいのか、どう生きたいの
かを意識することだと思います。
また、元々縁のない奄美へ移住した私の場合、保育士資
格が信用につながった印象がありました。何か肩書がある
と、間違いなく強みになるはずです。

Text＝油科真弓　写真提供＝濱口悠介さん

職場の一つである用安保育所はへき地保育所（※）で、公民館の建物を使用している。
庭のキリンの像は濱口さんが塗装した

現在の仕事
勤務しているのは奄美大島東部にある宇宿保育所と用安
保育所の2カ所で、児童の数も少なくてのどかな雰囲気で
す。月によって働く日数が変わって収入も増減するのです
が、飲み水は山で湧き水をくみ、電気はソーラーで賄ってお
り、光熱水費はわずかなので十分やっていけます。保育所
では体力を生かして海遊び
や園庭での駆けっこなど、子
どもと一緒に思いっきり楽し
んでいます。まとめて休みが
取れた時には海外を旅行し、
福祉施設でのボランティア
もしています。

　   協力隊時代　2018年9月～2020年9月

配属先の障害児・者施設は、特別支援教育、理学療法、職業訓練
の3部門に分かれており、要請内容は特別支援教育担当の教師に対
し、指導の知識・技術を共有することでした。私は年齢別のクラス
で音楽、絵画、絵本の読み聞かせなどのアクティビティを実施し、
民族衣装を着用している女性教師には指導しづらい体育も担当し
ました。配属先とは別に、休日などに児童養護施設を訪ねてボラン
ティアを行ったことも。2020年3月の一斉帰国後は、地元の横須賀
で引きこもり児童を支援する団体でのボランティアを行い、オンラ
イン座談会でヨルダンでの経験を話したりもしました。
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休日に訪れた児童養護施設では、ボランティアで日本語や図画を教えた

絵本の読み聞かせをする濱口さん現在は市営住宅に住みつつ、できるだ
け水やエネルギーを自給して暮らして
いる

※へき地保育所…認可保育所の設置が著しく困難な地域で、都道府県知事などが一定の基準に適合すると認めて指定した認可外保育施設のこと。

　   書類提出・面接
市役所の笠利総合支所に相談し、所定の申込書類に記入して提
出。書類の内容は一般的な履歴書のようなものでしたが、まだ定
住地を決めていなかったので「住所がないと応募を受け付けられ
ない」と言われてハッとしました。その後、役所の職員との面接
があったのですが、志望理由としては、子どもと接することや奄
美の環境が好きなことを話しました。
役所からの採用の知らせはすぐにあったのですが、現場の保育所
からはなかなか連絡が来ず、役所に何回か問い合わせたことを覚
えています。縁もゆかりもない土地から来た男性ということで不
安もあったのかもしれません。
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　   就職活動　2022年3月
奄美では土地を購入して自給自足に近い生活をしたいと考えてい
て、時間の融通が利く非常勤の仕事がいいと思いました。幸いな
ことに保育士資格を持っていたので、働き口はあるのではないか
と考え、「奄美」「保育士」「非常勤」などのキーワードで求人
情報をネット検索すると、正職員を条件にしなかったためか、求
人は思っていたよりもありました。そこで見つけたのが、奄美市
笠利地区の非常勤保育士の求人でした。
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　   国内でボランティア活動
　   2020年9月～2022年1月
地元でのボランティアの後は、北海道や沖縄などを転々と旅行し
て過ごしていました。時には自転車で旅をしたり、農家で自給自
足の生活も体験したりしました。22年初め頃からは鹿児島県の
奄美大島でサバイバル生活をしていたのですが、そろそろ落ち着
いて暮らしたいと考えるようになり、元々クジラが好きで、冬に
ザトウクジラが回遊してくる奄美の環境が気に入ったこともあっ
て、ここで定住することを決めました。
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2022年4月　採用決定



　
多
く
の
少
数
民
族
が
暮
ら
す
ラ
オ
ス
で

は
、
部
族
ご
と
に
異
な
る
織
り
や
柄
、
染
色
の

技
術
が
、
人
々
の
暮
ら
し
の
中
で
受
け
継
が
れ

て
い
る
。
そ
ん
な
ラ
オ
ス
の
布
を
使
い
、
自
由

で
、
優
し
く
、
軽
や
か
な
洋
服
を
展
開
し
て
い

る
の
が
、
ア
パ
レ
ル
ブ
ラ
ン
ド
「siim

ee

（
シ
ー
ミ
ー
）」
の
代
表
兼
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
加

藤
菜
穂
さ
ん
だ
。

　
大
学
時
代
か
ら
バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
と
し
て
東

南
ア
ジ
ア
の
国
々
を
訪
れ
て
い
た
と
い
う
加
藤

さ
ん
。
２
０
１
７
年
、
「
現
地
の
人
と
顔
を
合

わ
せ
て
仕
事
が
し
た
い
」
と
、
３
年
４
カ
月
勤

め
た
イ
ン
フ
ラ
専
門
商
社
を
退
職
し
、
協
力
隊

へ
の
参
加
を
決
め
た
。

　
配
属
先
は
、
ラ
オ
ス
中
部
の
ボ
リ
カ
ム
サ
イ

県
に
あ
る
産
業
商
業
局
。
加
藤
さ
ん
は
県
内

に
あ
る
竹
細
工
、
木
製
品
、
ラ
タ
ン
製
品
、
織

物
な
ど
の
生
産
者
グ
ル
ー
プ
と
関
係
性
を
構

築
し
な
が
ら
、
日
本
人
目
線
の
商
品
開
発
や

販
路
拡
大
を
模
索
し
た
。
そ
の
過
程
で
特
に

気
に
な
っ
た
の
が
、
絣か

す
り織

り
の
生
産
者
で
あ
る

チ
ャ
ッ
プ
さ
ん
だ
っ
た
。
「
彼
女
が
織
る
絣
織

り
が
と
て
も
美
し
い
の
で
す
。
モ
ノ
作
り
へ
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
高
く
、
関
わ
っ
て
い
き
た

い
と
思
え
る
人
で
し
た
」
。

　
チ
ャ
ッ
プ
さ
ん
が
織
っ
て
い
た
の
は
ラ
オ
ス

の
伝
統
衣
装
で
あ
る
シ
ン
（
ス
カ
ー
ト
）
に
す

る
た
め
の
布
だ
っ
た
が
、
加
藤
さ
ん
は
そ
の
布

で
日
本
人
や
外
国
人
向
け
に
ポ
ー
チ
や
コ
ー

ス
タ
ー
、
シ
ュ
シ
ュ
な
ど
の
雑
貨
を
作
る
こ
と

に
し
た
。
毎
年
秋
に
開
催
さ
れ
る
ラ
オ
ス
・
ハ

ン
デ
ィ
ク
ラ
フ
ト
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
も
他

の
生
産
者
の
商
品
と
共
に
出
品
し
た
。
「
と
こ

加藤菜穂（旧姓：梅谷）さん    Naho Kato

ラオス／コミュニティ開発／ 2017年度3次隊・東京都出身

月
、
立
ち
上
げ
た
の
が
「siim

ee

」
だ
。

「
最
初
は
つ
な
が
り
の
あ
る
ラ
オ
ス
の
生
産
者

か
ら
仕
入
れ
た
雑
貨
が
メ
イ
ン
で
、
ラ
オ
ス
の

布
を
使
っ
て
自
分
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
服
は
数

着
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
始
め
ま
し
た
」

　
ブ
ラ
ン
ド
を
設
立
し
て
か
ら
は
、
ビ
ジ
ネ
ス

と
し
て
成
立
さ
せ
る
難
し
さ
も
痛
感
し
た
。

「
日
本
人
向
け
に
高
い
ク
オ
リ
テ
ィ
を
求
め
て

い
る
の
で
、
現
地
と
の
や
り
と
り
に
は
気
を
使

い
ま
す
。
心
が
け
て
い
る
の
は
、
〝
こ
う
し
て

く
だ
さ
い
〟
で
は
な
く
、
〝
こ
う
し
た
ら
い
い

ん
じ
ゃ
な
い
？
〟
と
相
談
し
合
え
る
関
係
づ
く

り
で
す
。
販
売
価
格
も
、
原
価
率
３
割
が
最
低

ラ
イ
ン
だ
と
知
り
ま
し
た
が
、
い
か
に
付
加
価

値
を
付
け
る
か
、
い
ま
だ
に
悩
ま
し
い
と
こ
ろ

で
す
」
と
心
境
を
語
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
や
家

庭
の
事
情
で
チ
ャ
ッ
プ
さ
ん
が
ラ
オ
ス
を
離
れ

る
と
い
う
不
測
の
事
態
も
起
き
た
。
そ
れ
で

ろ
が
、
同
じ
く
参
加
し
て
い
た
他
の
県
の
隊
員

が
関
わ
っ
た
商
品
は
売
れ
る
の
に
、
私
が
関
わ

っ
た
商
品
は
ほ
と
ん
ど
売
れ
な
い
ん
で
す
。
他

の
県
の
商
品
は
日
本
人
好
み
の
色
柄
で
ク
オ

リ
テ
ィ
も
高
い
。
悔
し
く
て
、
そ
こ
か
ら
奮
起

し
ま
し
た
」
。

　
目
を
つ
け
た
の
が
、
天
然
の
草
木
染
め
だ
。

カ
リ
ン
、
ウ
コ
ン
、
ソ
リ
ザ
ヤ
な
ど
の
木
の
皮

を
煮
出
し
て
糸
を
染
め
る
と
、
淡
く
、
優
し
い

色
合
い
に
な
り
、
外
国
人
が
興
味
を
持
ち
や

す
い
。
安
価
な
化
学
染
料
を
使
っ
て
い
た
チ
ャ

ッ
プ
さ
ん
も
、
過
去
に
草
木
染
め
の
経
験
が
あ

り
、
「
も
う
一
度
や
っ
て
み
た
い
」
と
言
っ
て

く
れ
た
。
色
落
ち
し
や
す
い
な
ど
の
品
質
の
問

題
や
縫
製
の
質
は
、
他
県
の
生
産
者
を
訪
問

し
た
り
、
専
門
知
識
を
持
っ
た
講
師
に
よ
る
研

修
を
実
施
し
た
り
し
て
改
善
し
て
い
っ
た
。
１

年
後
に
迎
え
た
２
度
目
の
ハ
ン
デ
ィ
ク
ラ
フ

ト
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、
加
藤
さ
ん
が
関

わ
っ
た
ボ
リ
カ
ム
サ
イ
県
の
商
品
は
「
す
ご
く

良
く
な
っ
た
」
と
大
好
評
で
、
売
り
上
げ
も
２

倍
以
上
に
伸
び
た
。
同
じ
商
品
で
も
、
デ
ザ
イ

ン
と
品
質
を
向
上
さ
せ
、
付
加
価
値
を
つ
け
れ

ば
売
れ
る
こ
と
を
実
感
し
た
。

　
生
産
者
た
ち
と
商
品
開
発
を
行
う
中
で
、

加
藤
さ
ん
は
自
分
で
モ
ノ
を
作
る
楽
し
さ
に

も
目
覚
め
、
服
作
り
に
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な

っ
た
。

「
大
好
き
な
ラ
オ
ス
の
布
を
、
自
分
が
デ
ザ
イ

ン
し
た
形
で
日
本
に
届
け
た
い
」
。
そ
う
決
意

し
、
帰
国
後
、
昼
は
会
社
員
と
し
て
働
き
、
夜

は
文
化
服
装
学
院
に
３
年
間
通
い
、
服
飾
デ

ザ
イ
ン
の
基
礎
を
学
ん
だ
。
そ
し
て
21
年
3

❷草木染めをした糸。左は生産者のチャップさん　❸「旅するように、生きる服」をコンセプトに、手紡ぎ手織り
の布から作られるsiimeeの服。オンラインショップのほか、展示会などで販売している　❹ラオスのアトリエ。縫
製手順書やサンプルを渡すだけでなく、縫製チームと相談しながら進めている

❶研修会を実施し、ラオスの手工芸品の品質やデザ
インの向上に力を入れた協力隊時代　

右は夫の加藤友章さん。
siimeeでは運営の補助
を担当している

Text＝秋山真由美　Photo＝ホシカワミナコ（本誌　プロフィール写真）　写真提供＝加藤菜穂さん

も
、
協
力
隊
時
代
に
出
会
っ
た
生
産
者
や
講

師
、
夫
の
友
章
さ
ん
（
ラ
オ
ス
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
開
発
／
２
０
１
８
年
度
１
次
隊
）
が
関
わ

っ
て
き
た
生
産
者
な
ど
、
ラ
オ
ス
の
人
々
と
の

つ
な
が
り
を
糧
に
、
可
能
性
を
模
索
し
た
。

23
年
か
ら
は
ラ
オ
ス
の
縫
製
チ
ー
ム
と
提

携
。
そ
れ
に
伴
い
、
ブ
ラ
ン
ド
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

も
行
っ
た
。

「
協
力
隊
時
代
も
小
さ
な
挑
戦
を
た
く
さ
ん

し
な
が
ら
、
ト
ラ
イ
ア
ン
ド
エ
ラ
ー
を
繰
り
返

し
て
き
ま
し
た
が
、
今
も
同
じ
で
す
。
迷
い
が

生
じ
た
ら
方
向
性
を
整
理
し
、
ト
ラ
イ
、
修
正

の
繰
り
返
し
で
す
。
今
後
は
、
旅
を
し
て
い
る

と
き
の
開
放
感
や
心
躍
る
気
持
ち
を
感
じ
て

も
ら
え
る
よ
う
な
オ
リ
ジ
ナ
ル
デ
ザ
イ
ン
の

洋
服
を
メ
イ
ン
に
し
て
い
き
ま
す
。
ラ
オ
ス
の

手
仕
事
の
素
晴
ら
し
さ
と
人
と
の
つ
な
が
り

を
か
け
合
わ
せ
、
世
界
に
一
つ
だ
け
の
価
値
を

生
み
出
す
こ
と
が
自
分
の
仕
事
で
す
」

ラオスの布と縁を生かしたアパレルブランド

●❶●❷

加藤さんの歩み

1992年、東京都に生まれる。

2010年4月、立教大学異文化コミュニケーション
学部入学。

大学2年の時にアメリカに短期留学し、
その後、東南アジアを中心に一人旅をす
るように。インフラが整っていない現地
の状況を肌で感じ、国際協力に興味を持
つようになりました。

2014年4月〜17年8月、貿易商社にて東南アジア
担当として貿易関連の仕事に従事。

社会人2年目の夏に、認定NPO法人
very50の主催する社会人向けのプログ
ラムに参加し、ネパールへ。現地の人た
ちと協力して何かをする楽しさを感じ、
協力隊にも参加したいと思いました。
2017年8月に商社を退社し、派遣前訓練
に参加しました。

2018年1月、協力隊としてラオスへ。

ラオスの手仕事だけでなく、文化や人々
の温かさにも魅了されました。

2021年3月〜、アパレル・雑貨ブランド「siimee」
を立ち上げる。

日本で売るために、ラオスの標準以上の
高いクオリティを要求しています。ラオ
スと日本、離れた場所から意思疎通する
難しさも感じました。

2023年3月より、ラオスのアトリエにて現地縫製
チームと生産を開始。

ラオス人の知り合いのツテで、ラオスの
ファッションデザイナーの縫製チームと
一緒にアトリエを使わせていただけるこ
とになりました。ラオスにも素晴らしい
技術や思いを持っている人たちがたくさ
んいるので、ゆくゆくはラオスと日本、
二つの拠点から自由な発想でモノ作りが
できるプラットフォームが作れたらいい
なと思います。

●❸●❹
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派 遣 か ら
始 ま る
未 来

進学、非営利団体入職や
起業の道を選んだ先輩隊員

第1回JICA海外協力隊 帰国隊員 社会還元表彰

アントレプレナーシップ賞
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INFORMATION
J ICA青年海外協力隊事務局からのお知らせ

編集後記

特集では６人のOVにご協力いただきました。
コロナ禍の混乱の中、前向きに今できることに
着手されてきた方々のお話が、現役隊員の方々
の参考になりますように。（干川美奈子）

「あの日、地球の、あの場所で。」でご紹介したミャ
ンマーでは、仏教が生活に密着していて、堀澤さ
んによると、皆が親切で活動もやりやすかったそ
うです。尊い国民性ですね。（阿部純一）

「派遣国の横顔」では、某テレビドラマの撮影地
としても注目が集まったモンゴルを紹介しまし
た。前々から進めていた企画なので、別に流行に
乗っかったわけではないのですが…。（飯渕一樹）

編集・発行：独立行政法人国際協力機構
青年海外協力隊事務局
〒100-0004 東京都千代田区大手町1-4-1竹橋合同ビル

制作協力：一般社団法人協力隊を育てる会 『クロスロード』編集室
〒101-0052 東京都千代田区神田小川町3-28-7昇龍館ビル2階
ロゴタイプデザイン・誌面デザイン：(株)AND
印刷・製本：弘報印刷（株）　校正：佐藤智也

 『クロスロード』 は、
JICA海外協力隊のウェブサイト
でも公開しています。
https://www.jica.go.jp/volunteer/
outline/publication/pamphlet/
crossroad/index.html

今号の『クロスロード』はいかがでしたか。ぜひご意見やご感想
を編集室のメールにお寄せください。「こんな記事があれば派遣
先で役立つのに」「こんな記事なら読みたい」と
いったご要望やアイデアも随時募集しています。
『 ク ロ ス ロ ー ド 』 編 集 室

crossroads@sojocv.or. jp

 本誌へのご意見・ご感想をお聞かせください。
 アイデアも大募集中です。

●本誌掲載の記事、写真、イラストなどの無断転載を禁じます。　●本誌に掲載されている記事等の内容は、協力隊員（OV含む）の個人的見解であり、JICAの公式見解を示すものではありません。
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JICA海外協力隊（長期派遣）の2023年秋募集を、2023年11月
1日（水）～12月11日（月）日本時間正午締め切りで実施します。
募集要項はプレエントリーの開始に合わせて23年10月10日（火）
にJICA海外協力隊ウェブサイトなどで公開予定です。また秋募
集の後に24年夏以降の派遣を想定した短期募集を23年12月～
2024年1月の日程で行います。なお、派遣時期の関係から長期
募集と短期募集の併願はできませんので、ご注意ください。多く
の方のご応募をお待ちしています。

RECRUIT

2023年秋募集（長期）・
2023年度第2回短期派遣募集を実施

AWARD

令和5年度外務大臣表彰を支援団体が受賞
駒ヶ根協力隊を育てる会、わかやまJICAボランティア応援団会長
の樫畑直尚さん、三重県協力隊を育てる会初代会長のアーナンダ・
クマーラさんが、令和5（2023）年度の外務大臣表彰を受賞しま
した。今年度の表彰は、187個人、63団体（うち国内在住受賞者
は37個人、7団体。海外在住受賞者は150個人、56団体）でした。
外務大臣表彰は、多くの方々が国際関係のさまざまな分野で活躍
し、わが国と諸外国との友好親善関係の増進に多大な貢献をして
いる中で、特に顕著な功績のあった個人および団体について、そ
の功績をたたえると共に、その活動に対する一層の理解と支持を
国民各層にお願いすることを目的としています。

REPORT

林外務大臣と駐日大使団が
派遣前の隊員候補生と懇談
8月24日（木）、林 芳正外務大臣は、6カ国（カナダ、ガーナ、ブラ
ジル、ネパール、ベトナム、シンガポール）の駐日大使と共に、外務
省「地方を世界へ」の長野県プロジェクトの一環として駒ヶ根青
年海外協力隊訓練所を訪問、林外務大臣と各国駐日大使はJICA
の田中明彦理事長に迎えられ、駒ヶ根訓練所の小林丈通所長の
案内の下、所内を視察しました。
訓練中の2023年度2次隊JICA海外協力隊候補生との懇談会で
は、林外務大臣より激励のお言葉を頂きました。隊員候補生から
は、「外務大臣に激励の言葉をかけていただき、身の引き締まる
思いだった。感激しました。外務大臣や各国駐日大使と直接お話
しできるのは貴重な経験で、さらに協力隊としての使命を感じる
時間でした」といった感想が聞かれ、国の事業に参加する意識を
再認識した様子でした。

林外務大臣と2023年度2次隊候補生との懇談の様子（写真提供：外務省）
※役職は当時

アーナンダ・クマーラさんにインタビューした「クロスロード2021年
11月号派遣国の横顔　スリランカ」の記事はこちら
https://www.jica.go.jp/volunteer/outline/publication/
pamphlet/crossroad/202111/pickup_11_14/
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●レシピ

❶米を炊く。また、細切りフライドポテトの市販品が見
つからなければ、じゃがいもを細切りし、油で揚げて塩
を振ったものをあらかじめ作っておく
❷鶏肉は一口大に切り、塩とコショウをまぶす。玉ねぎ、
にんにくはみじん切りに、マッシュルームはスライスする
❸鍋にオリーブオイルを入れて火にかけ、鶏肉を加えて
色が変わるまで炒める
❹❸の鍋に❷の玉ねぎ、にんにく、マッシュルームを加
えて炒める。マッシュルームに火が通ったらケチャップ
とマスタードを加えて中火で2分炒める
❺❹の鍋に生クリームを加えて混ぜ、ふたをして弱火で
5分煮込んだ後、塩とコショウで味を調整する
❻皿にご飯を盛り、❺をかけ、細切りフライドポテトを
添える

鶏肉（むね肉、もも肉どちらでも可） ………… 500ｇ
玉ねぎ ……………………………………………… 1個
にんにく ……………………………………2～3カケ
マッシュルーム …………… 1パック（6個程度）

トマトケチャップ………………………… 大さじ6
マスタード ………………………………… 大さじ2
生クリーム …………………………………… 200ml
塩 ………………………………………………… 少々
コショウ ………………………………………… 少々
オリーブオイル（調理用油でも可） …… 大さじ１
市販の細切りフライドポテト（塩味） …好みの量
米（どこの国の米でも可） …………………好みの量

●材料（3～4人分）
＜アドバイス＞
現在、日系ブラジル人を対象に日本語教室
を、日本人向けにポルトガル語教室を開い
ています。紹介するのは、日系ブラジル人の
生徒から教わった鍋一つでできるレシピで
す。ブラジルではよく食べられる料理で、生
のトマトを入れる人や、玉ねぎを先に炒める
人、最後に乾燥パセリをかける人など、細か
なレシピは家庭によって違いますので、お好
みでどうぞ。本場・ロシアのビーフストロガ
ノフとの違いは、サワークリームの代わりに
生クリームを使うところと、ご飯のほかに細
切りフライドポテトを添えるところです。
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！
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さん
日系／ブラジル／日系日本語学校教師／
2014年度0次隊・島根県出身

協力隊時代は日系団体のサントアマーロ日伯文化協会
が運営する日本語学校で活動。帰国後、島根県にある
人材派遣会社に就職し、雇用する日系ブラジル人を対
象に日本語教室を運営する。並行して県内のNPOで日
本人を対象にしたポルトガル語教室でポルトガル語を
教えたり、料理やダンスを取り入れたりするなど、お互
いの言語や文化を楽しめる活動を行っている。

レシピ・写真提供＝木谷恵子さん　Text・再現料理＝ホシカワミナコ（本誌）　Photo（再現料理）＝干川 修

教える人

ブラジル北東部のソウルフード
「アカラジェ」。派遣中、任国内
旅行のサルバドールで

今月の料理

 From  Bra z i l

日系ブラジル人直伝

ブラジル版ストロガノフ
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写真提供＝中村広大さん　Text＝阿部純一（本誌）

見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォント
を採用しています。

私の派遣国生活
公開！

ドミニカ共和国

中
なか

村
むら

広
こう

大
だい

さん
 （体育／2021年度5次隊・鹿児島県出身）

活動の様子

食べ物

よく利用するスーパーマーケット

好物の「サンコーチョ」。根菜や
食用バナナといった数種類の野
菜や肉が入ったスープ

住まい

暮らしている市、町、村

現在、首都のサントドミンゴで一人
暮らしをしています。住まいはカリブ
海に近い場所にあるので、海風を感
じながらランニングをするとリフレッ
シュできます。旧市街、高層ビルが並
ぶ首都特別区、貧困地区と、エリア
により雰囲気がガラリと変わります
が、どこからもラテン音楽が爆音で
聞こえてきます。

ビーチリゾートやクルーズ船の周遊エリアとしても人気のカリブ海

世界遺産に登録されている「サントド
ミンゴの植民都市」内にあるサンタ・
マリア・ラ・メノール大聖堂 体育の授業以外にもクラブ活動として

バレーボールを指導している

住まいはシャワーとトイレつきのワンルーム
で、台所と洗濯場は共用です。部屋に冷蔵
庫と電子レンジはありますが、エアコンはな
く、天井のファンと窓を開けて冷気を部屋に
入れています。ただし蚊が多いので蚊帳を
窓の大きさに切って張り、侵入を防いでいま
す。シャワーは水のみ。断水は頻繁に起きる
ので、ボトルに水をためて備えています。

共同洗濯場には、二層式洗濯
機がある。平日に小分けにして
洗うことで、他の住人とバッ
ティングしないようにしている

中 村さん が 住
む部屋。窓に蚊
帳を張って蚊を
防いでいる

朝 食は学 校へ政 府 が 支
給するパンと牛乳を、昼
は生徒たちと給食のドミ
ニカ料理を食べます。家
にいる時には基本、自炊
ですが、共同キッチンより
は部屋の電子レンジを使
います。先輩隊員からも
らった電子レンジで使用
できるシリコンスチーマー
は、すぐにご飯も炊ける
ので重宝しています。パス
タ、スープ、温野菜などを
作ることが多いです。

高校1～3年生の12クラ
スの体育の授業を担当し
ています。体育の授業数
が日本と比べ非常に少
ないですが、種目を一つ
に絞るなど工夫していま
す。また、授業を楽しん
でもらえるように、ゲー
ム性を取り入れて楽しみ
ながらできるようにして
います。体育の授業やク
ラブ活動で生徒からの
楽しいという声に喜び
を感じ、活動のモチベー
ションに繋がっていま
す。日本ではなじみのな
い教育手法など、現地の
教師や生徒から多くのこ
とを学べて、ドミニカ共
和国に来てよかったと感
じています。


